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『今のうちに陽の光を

いっぱい浴びとこ！』
（7月11日・市内田名部内田付近にて）
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66,669人 （－ 40 人） ７月1日現在の住民基本台帳による人口
（　　）内は前月からの増減

男 32,420人 （－ 35 人） 世帯数 28,383 世帯
女 34,249人 （－  5 人） 　（－ 11 世帯）
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暮らしに役立つ
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こ
の
事
業
は
、
通
常
の
運
動
よ
り
足

腰
に
か
か
る
負
担
が
軽
く
て
済
む
プ
ー

ル
の
運
動
を
し
て
、
足
腰
を
鍛
え
て
介

護
無
用
の
身
体
づ
く
り
を
し
て
い
た
だ

き
、
よ
り
健
康
的
な
生
活
を
お
送
り
い

た
だ
く
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

水
中
ウ
ォ
ー
ク
に
興
味
の
あ
る
方
は

も
ち
ろ
ん
、
水
中
運
動
が
初
め
て
の
方

も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
楽
し
く

水
中
運
動
を
行
な
い
、
足
腰
を
よ
り
元

気
に
し
ま
し
ょ
う
。

〈
い
つ
〉第
１
回
目 

８
月
21
日（
月
）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

※
こ
の
教
室
は
、
３
か
月
続
け
て
開
催
さ
れ
、
概
ね
週
１

回（
月
曜
日
）開
催
し
、
全
12
回
で
終
了
と
な
り
ま
す
。

〈
ど
こ
で
〉

ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク（
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
）

〈
対
象
者
〉65
才
以
上
の
方

〈
定
員
〉20
名（
先
着
順
）

〈
準
備
す
る
も
の
〉

水
着
、
キ
ャ
ッ
プ（
有
料
貸
出
し
も
あ
り
ま
す
）

〈
そ
の
他
〉

　

費
用
は
無
料
で
す
。
な
お
、
市
内

で
あ
れ
ば
送
迎
も
で
き
ま
す
の
で
、

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

市
介
護
福
祉
課
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

22

－

１
１
１
１
内
線
４
５
８
・
４
５
９

介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

『
水
中
運
動
指
導
教
室
』
開
催

今
月
の
税
金
の
お
知
ら
せ

　

７
月
31
日（
月
）は
、
市
税
と
介
護
保

険
料
（
普
通
徴
収
分
）第
２
期
分
の
納
期

限
で
す
。

　

７
月
上
旬
に
第
2
期
〜
第
8
期
分
の

納
付
書
を
ま
と
め
て
送
付
し
て
い
ま
す

の
で
、
第
２
期
分
の
納
付
書
を
お
確
か

め
の
う
え
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

　

市
税
の
納
付
方
法
に
は
、
自
主
納
税

の
ほ
か
に
、
便
利
な
口
座
振
替
や
各
町

内
会
な
ど
の
納
税
貯
蓄
組
合
に
よ
る
納

付
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
税
金
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

納
税
作
品
の
募
集

　

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
で
は
、
市
内

在
住
の
小
中
学
生
を
対
象
に
、
納
税
作

品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

課
題
は
、
納
税
に
関
す
る
も
の
で
あ

れ
ば
自
由
で
す
が
、
次
の
作
品
で
未
発

表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

　

①
作
文　

②
ポ
ス
タ
ー　

③
習
字

　

詳
し
い
募
集
要
項
は
、
各
学
校
に
用
意

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
夏
休
み
中
に
制
作

し
、
学
校
を
通
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
さ
れ
た
方
全
員
に
参
加
賞
が
あ

り
ま
す
の
で
、
多
く
の
み
な
さ
ん
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉市
税
務
課
納
税
管
理
係

【
ご
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
！
】

Ｑ
・
わ
た
し
の
夫
は
平
成
17
年
11
月
に

亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年
中
に
夫

が
得
た
所
得
に
対
す
る
住
民
税
は
ど

う
な
る
の
で
し
ょ
う
？

Ａ
・
住
民
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で

住
所
の
あ
る
人
に
対
し
て
、
そ
の
住

所
地
の
市
町
村
が
課
税
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
平
成

17
年
中
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
に
対
し

て
は
、
平
成
18
年
度
の
住
民
税
は
課

税
さ
れ
ま
せ
ん
。

Ｑ
・
わ
た
し
は
平
成
18
年
１
月
20
日
に

青
森
市
か
ら
む
つ
市
へ
引
っ
越
し
て

き
ま
し
た
。
平
成
18
年
度
の
住
民
税

は
ど
ち
ら
に
納
め
る
こ
と
に
な
る
の

で
し
ょ
う
？

Ａ
・
平
成
18
年
１
月
１
日
現
在
で
は
、
あ

な
た
の
住
所
は
青
森
市
に
あ
っ
た
の

で
す
か
ら
、
そ
の
後
む
つ
市
に
引
っ
越

し
た
と
し
て
も
、
平
成
18
年
度
分
の

住
民
税
は
青
森
市
に
納
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

平成 18年度からの個人住民税の主な税制改正内容

《生計同一の妻に対する非課税措置の段階的廃止》
　昨年度まで、市県民税の納付義務のある妻において、同一

市内に均等割を納めている夫がいる場合、均等割は1/2課税

（2,000円）でした。しかし今年度（平成18年度）からこの制度が全

廃され、妻も夫と同様に均等割4,000円が課税されることと

なります。

【例】 平成17年度 平成18年度

夫

市県民税 34,000円 34,000円

所得割 30,000円 30,000円

均等割 4,000円 4,000円

妻

市県民税 12,000円 14,000円

　所得割 10,000円 10,000円

　均等割 2,000円 4,000円

〈詳しくは〉市税務課市民税係

《定率減税の縮小》
　平成11年度から始まった『定率減税』の制度ですが、今

年度の住民税から所得割額の7.5%相当額（上限20,000円）を

控除することとなります。

※平成19年度以後の住民税については、定率減税控除

は廃止されます。
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65 才以上の方の介護保険料についてのお知らせ

『平成 18年 10月から遺族年金・障害年金からも特別徴収されます』
【年金から天引きに】

　これまで遺族年金および障害年金の受給者のみなさま
には、市役所や金融機関に出向いて保険料を納めていた
だいておりましたが、本年 10月から、他の年金と同じ
く天引きされることとなりました。（ただし、年額 18万円以上
受給される方）

　これにより、納めに出向く手間が省け、納め忘れもな
くなります。手続きは一切不要です。
　なお、現在口座振替を利用されている方については、
天引きが優先となり、二重に納付することはありません
のでご心配いりません。

【保険料の納め方】

◆特別徴収

・年金が年額 18万円以上の方は、年金から天引きになります。
◆普通徴収

・特別徴収以外の方が対象になり、市から送られる納付
  書で納めます。また、口座振替は大変便利で好評です。
  ぜひお申し込みください。

【保険料が変更に】

　保険料は、今後３年間に必要な保険給付の見込みを基
に計算されており、その結果、本年４月から保険料が次の
とおり変更となりました。（第４段階が基準額となります。）
段　階 該当する方 月額保険料（円）年額保険料（円）

第１段階
生活保護受給者・老齢福祉年金
受給者で市民税世帯非課税

2,250円 27,000円
2,050円 24,600円

第２段階
市民税世帯非課税で、課税年金収入と
その他の所得の合計額が 80万円以下

2,250円 27,000円
2,050円 24,600円

第３段階
市民税世帯非課税で、課税年金収入と
その他の所得の合計額が 80万円超

3,375円 40,500円
3,075円 36,900円

第４段階
世帯のだれかに市民税が課税さ
れているが、本人は非課税

4,500円 54,000円
4,100円 49,200円

第５段階
本人が市民税課税で、本人の合
計所得金額が 200 万円未満

5,625円 67,500円
5,125円 61,500円

第６段階
本人が市民税課税で、本人の合
計所得金額が 200 万円以上

6,750円 81,000円
6,150円 73,800円

※上段、むつ・川内・脇野沢地区。下段、大畑地区。
　詳しくは市発行の『介護保険・高齢者福祉ガイド』をご覧ください。

介護保険、福祉に関するお問い合せは、�22－1111
・保険料に関すること…………税務課市民税係 内線182・183・184
・要介護認定に関すること…… 介護福祉課介護認定係 内線432・433
・介護予防に関すること………地域包括支援センター 内線458・459
・介護保険全般に関すること…介護福祉課介護保険係 内線434・435
・その他高齢者福祉に関すること… 介護福祉課介護福祉係 内線436・437
・障害福祉に関すること………介護福祉課障害福祉係 内線452・453・454

　

簡
単
な
遊
び
を
と
お
し
て
、
体
力

作
り
と
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
！

　

保
育
士
等
を
対
象
に
し
た
実
施
研
修

会
も
開
催
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉８
月
26
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

〈
ど
こ
で
〉市
中
央
公
民
館
講
堂

〈
ど
ん
な
〉

◎
午
前
の
部

『
か
ら
だ
で
遊
ぼ
う
〜
親
子
遊
び
』

　
（
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
、
10
時
10
分
か
ら
受
付
）

　

２
才
児
か
ら
就
学
未
満
の
幼
児
と

そ
の
保
護
者（
定
員
30
組
）

◎
午
後
の
部

『
子
ど
も
を
知
れ
ば
遊
び
が
見
え
て
く
る
』

　
（
午
後
1
時
〜
午
後
３
時
、０
時
45
分
か
ら
受
付
）

　

保
育
士
等
の
子
育
て
支
援
関
係
者

定
員
50
名

※
い
ず
れ
の
部
も
託
児
を
行
い
ま
す
。

（
先
着
10
名
、
午
前
の
部
は
０
才
〜
２
才

     

未
満
児
、
午
後
は
０
才
〜
就
学
未
満
児
）

〈
講
師
〉

表
現
教
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　
　

篠　

秀
夫
氏（
神
奈
川
県
在
住
）

〈
参
加
費
〉無
料

〈
そ
の
他
〉

　

動
き
や
す
い
服
装
（
ス
カ
ー
ト
不

可
）で
、
上
履
き
、
汗
拭
き
タ
オ
ル
、

飲
み
物
等
を
持
参
し
て
お
越
し
く
だ

さ
い
。

親
子
す
く
す
く
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
事
業

『
か
ら
だ
で
遊
ぼ
う
〜
親
子
遊
び
』
開
催

　

午
後
の
部
は
実
技
研
修
会
と
な
り

ま
す
の
で
、
は
さ
み
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

〈
申
込
方
法
〉

　

午
前
の
部
『
か
ら
だ
で
遊
ぼ
う
〜

親
子
遊
び
』の
申
込
み
は
、
青
森
県

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

午
後
の
部
『
子
ど
も
を
知
れ
ば
遊

び
が
見
え
て
く
る
』は
市
児
童
家
庭

課
に
あ
り
ま
す
参
加
申
込
書
に
よ
り

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
申
込
締
切
〉８
月
18
日（
金
）ま
で

〈
詳
し
く
は
〉

青
森
県
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
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０
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０
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０
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『
家
庭
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
』

◎
市
内
河
川
の
水
質
状
況
は

　

市
で
は
、
市
内
の
主
な
河
川
の
水

質
調
査
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
結
果
、
市
街
地
の
河
川
の
汚
れ

が
依
然
と
し
て
改
善
さ
れ
て
お
り
ま

せ
ん
。

◎
河
川
の
汚
れ
の
原
因
は

　

私
た
ち
の
日
常
生
活
か
ら
排
出
さ

れ
る
生
活
排
水
の
占
め
る
割
合
が
大

き
い
の
で
す
。

　

ト
イ
レ
の
排
水
に
つ
い
て
は
、
法
律

上
未
処
理
の
ま
ま
で
の
放
流
が
禁
止
さ

今
日
か
ら
は
じ
め
よ
う
生
活
排
水
対
策
！

れ
て
い
ま
す
が
、
汚
れ
の
原
因
の
多
く

は
生
活
雑
排
水
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
家
庭
で
で
き
る
生
活
排
水
対
策

台
所
で
は
？

①
調
理
の
手
順
や
残
り
物
の
利
用
な
ど

の
工
夫
で
、
汚
水
や
ゴ
ミ
を
少
な
く

し
ま
し
ょ
う
。
作
り
過
ぎ
な
い
よ
う

人
数
に
合
せ
て
作
り
ま
し
ょ
う
。

②
調
理
く
ず
や
食
べ
残
し
な
ど
は
、
水

切
り
袋
や
微
細
目
ス
ト
レ
ー
ナ
ー

　

な
ど
を
使
っ
て
回
収
し
ま
し
ょ
う
。

　

回
収
し
た
も
の
は
ゴ
ミ
と
し
て
出

す
か
、
肥
料
と
し
て
土
に
返
し
ま

し
ょ
う
。

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

分
担
金
の
お
知
ら
せ

　

下
水
道
建
設
費
の
一
部
と
し
て
負
担
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
、
下
水
道
事
業
受
益

者
負
担
金
・
分
担
金
の
平
成
18
年
度
分

納
付
書
を
、
７
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

分
割
納
付
用（
第
１
期
、
第
２
期
）と

一
括
納
付
用
（
全
期
分
）を
ま
と
め
て
送

付
し
ま
す
の
で
、
分
割
払
い
か
一
括
払

い
か
の
い
ず
れ
か
を
選
択
し
て
い
た
だ

き
、
所
定
の
納
付
書
で
納
期
限
ま
で
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

使
用
し
な
か
っ
た
方
の
納
付
書

は
、
二
重
払
に
な
ら
な
い
よ
う
に
破
り

捨
て
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
分
割
払
い

を
選
ん
だ
方
は
、
第
２
期
目
の
納
付
に

使
用
し
ま
す
の
で
納
期
ま
で
保
存
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

〈
納
期
〉

８
月
１
日
〜
31
日（
第
１
期
、
全
期
）

12
月
１
日
〜
25
日（
第
２
期
）

〈
詳
し
く
は
〉

市
建
設
部
下
水
道
課
�
23

－

６
５
９
１

 

・
受
益
者
負
担
金
・
分
担
金
、
使
用

料
に
つ
い
て
は
…
…
…
…
業
務
係

 

・
管
渠
工
事
、
公
共
汚
水
ま
す
に
つ

い
て
は
…
…
…
…
…
…
…
工
務
係

 

・
宅
内
排
水
設
備
工
事
、
支
援
制
度
、
浄

　

化
槽
補
助
金
に
つ
い
て
は
…
…
施
設
係

《
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
》

　

水
切
り
袋
の
か
わ
り
に
、
古
い
ス

ト
ッ
キ
ン
グ
で
も
有
効
で
す
。

③
油
や
ソ
ー
ス
、
カ
レ
ー
な
ど
の
汚

れ
の
ひ
ど
い
食
器
や
鍋
は
、
古
い

布
な
ど
で
ふ
き
取
る
か
、
ヘ
ラ
で

か
き
取
っ
て
か
ら
洗
い
ま
し
ょ
う
。

④
米
の
と
ぎ
汁
は
、
庭
木
や
畑
に
ま

い
た
り
食
器
洗
い
に
使
う
な
ど
工

夫
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
油
こ
し
器
を
利
用
し
て
炒
め
物
な

ど
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

《
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
》

　

使
い
古
し
の
食
用
油
を
処
分
す
る

と
き
は
、
周
囲
に
回
収
ル
ー
ト
が

な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
な

い
時
は
、
廃
油
石
け
ん
を
作
っ
て

再
利
用
す
る
か
、
牛
乳
パ
ッ
ク
な

ど
に
古
布
を
詰
め
、
そ
れ
に
油
を

吸
わ
せ
た
後
、
燃
え
る
ご
み
に
出

し
ま
し
ょ
う
。

風
呂
で
は
？

①
石
け
ん
、
シ
ャ
ン
プ
ー
、
リ
ン
ス

な
ど
は
適
量
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

洗
た
く
で
は
？

①
洗
剤
、
石
け
ん
な
ど
は
、
リ
ン
を
含

ま
な
い
も
の
を
使
用
し
、
決
め
ら
れ

た
量
を
計
っ
て
使
い
ま
し
ょ
う
。

②
お
風
呂
の
翌
日
の
残
り
湯
を
洗
濯
や

掃
除
等
に
再
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

《
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
》

　

洗
濯
の
温
度
が
高
過
ぎ
る
と
汚
れ

の
種
類
に
よ
っ
て
は
固
ま
っ
た
り
、

す
す
ぎ
水
と
の
温
度
差
に
よ
っ
て

繊
維
が
縮
ん
だ
り
す
る
の
で
、
残

り
湯
が
便
利
で
す
。
ま
た
、
掃
除

に
使
っ
た
り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に

入
れ
て
ト
イ
レ
の
流
し
用
に
置
い

て
お
く
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

　　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
住
み
よ
い
環
境

を
保
つ
た
め
、
公
共
下
水
道
等
が
当
分

の
間
整
備
さ
れ
な
い
地
域
に
お
い
て
は
、

市
民
の
み
な
さ
ま
一
人
ひ
と
り
の
心
が

け
が
、
河
川
の
水
質
改
善
に
つ
い
て
重

要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

川
や
水
路
を
汚
さ
ず
、
清
潔
で
快
適
な

水
辺
環
境
を
み
ん
な
で
保
ち
ま
し
ょ
う
。

〈
問
合
せ
先
〉

市
環
境
対
策
課
衛
生
公
害
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
３
３
２

◎台所からの汚れの程度はどれくらいかな？
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『青森県総合防災訓練』8月30日（水）当市で実施
～ご理解とご協力をお願いします～

　来たる８月３０日、青森県、むつ市および下北地域広域行政事務組合消防本部の主催による青森県総合防災訓練が、

当市の大平岸壁（しもきた克雪ドーム付近）をメイン会場に実施されます。

　この訓練は、青森県地域防災計画、むつ市地域防災計画等に基づいて、防災関係機関、団体と市民のみなさまに参

加していただき、地震災害を想定した各種訓練を行なうもので、災害の予防、応急対策等の防災活動が迅速、的確かつ

総合的に行なわれるよう訓練するとともに、防災体制の強化と市民の防災意識の高揚を図ることを目的としています。

　また、今回は地震災害を想定した訓練に加え、緊急対処事態（化学テロ）における対処能力の向上を図るため、青森

県国民保護計画に基づいて、関係機関との共同による実践的な訓練も実施することにしています。

　なお、会場となる大平岸壁、大畑町孫次郎間地区では、下表に示す各種訓練が行なわれますので、市民のみなさま

のご協力をお願いします。

〈い　つ〉
　8月 30日（水） 午前８時30分～午後0時 30分

〈どこで〉
　大平岸壁、しもきた克雪ドーム
　むつ市役所、大畑町孫次郎間地区

〈災害想定〉
 ◎震災訓練
　8月 30日、午前 8時 30分、三陸沖北部を震源とす
るマグニチュード8.3の地震が発生した。むつ市では震
度６弱を観測、沿岸には津波が来襲し、大畑地区が浸水
した。この地震により、市内各地で建物の倒壊や火災が
発生したほか、電力、水道、電気、通信、ガス施設等の
ライフラインに甚大な被害が生じ、また、津波により漂
流者が発生している。
 ◎緊急対処事態（化学テロ）訓練
　８月30日、午前11時 30分頃、イベント会場の『しも
きた克雪ドーム』において、化学剤を使用した爆発物の
爆破により、会場内にいた多数の参集者が死傷している。

〈訓練中は市内が騒然となります〉
　8月30日は、青森県総合防災訓練のため、大平岸壁
付近では午前8時 30時頃から正午過ぎ頃まで、大畑町
孫次郎間地区付近では、午前8時 30分頃から９時頃ま
で、頻繁に緊急車両等が通行しますし、ヘリコプターや
サイレンの音等で市内が騒然とし、市民のみなさまにご
迷惑をおかけしますが、趣旨をご理解のうえ、ご協力を
お願いします。
　また、大平岸壁で『釣り』をされているみなさんは、当
日できませんので、ご協力をお願いします。

訓練

種別
訓練場所 訓練項目等 時間

震災

訓練

大畑町

孫次郎間地区
・津波防御・避難訓練

8：30

～ 9：00

大平岸壁

（しもきた克雪

ドーム付近）、

しもきた

克雪ドーム

・交通規制訓練

・災害広報訓練

・避難及び避難誘導訓練

・現地災害対策本部設置運営訓練

・被害映像伝送訓練

・図上訓練

・緊急交通路確保訓練

・水難救助救出訓練

・緊急輸送訓練

・仮設へリポート設置訓練

・倒壊家屋救助救出訓練

・座屈ビル救助救出訓練

・住民初動対応訓練

・応急救護訓練

・災害ボランティア受付訓練

・ライフライン応急復旧訓練

　（水道施設、電力施設及び電気通  

　  信設備の応急復旧、ガス漏洩対処）

・炊き出し訓練

・臨時郵便局設置訓練

・体験訓練（起震車、煙体験ハウス）

・災害用装備品展示

8：30

～11：30

緊急対

処事態
（化学テロ )

訓練

しもきた

克雪ドーム

・通報・初動体制の確立

・現場対処

・現地調整所の運営

・現地対策本部の設置・運営等

・住民避難

・応急救護所の運営・ 除染

11：30

～12：30

〈問合せ先〉

市防災調整課防災調整係

�22-1111内線 152
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指
定
管
理
者
を
希
望
す
る
法
人
、
そ

の
他
の
団
体
（
法
人
格
の
有
無
は
問
い

ま
せ
ん
）は
、
次
の
日
時
で
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
指
定
管
理
者
は
、
応
募
者

の
中
か
ら
市
長
が
候
補
者
を
選
定
し
、

む
つ
市
議
会
の
議
決
を
経
て
指
定
さ

れ
ま
す
。

※
こ
の
説
明
会
に
出
席
が
な
け
れ
ば
、

参
加
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

『
む
つ
市
営
名
子
牧
野
』  

『
む
つ
市
営
宮
後
牧
野
』

『
む
つ
市
営
永
下
牧
野
』  

『
む
つ
市
営
金
谷
沢
牧
野
』

『
む
つ
市
宮
後
ふ
れ
あ
い
牧
場
』

を
併
せ
て
管
理
す
る
団
体
を
公
募
し
ま
す

公募する施設 い　つ どこで 詳しくは
むつ市営名子牧野

８月４日（金）
午後１時 30分
～午後３時 30分

むつ市営永下牧野
管理棟

市農林畜産課
家畜管理係

�22－1111内線 521

むつ市営宮後牧野
むつ市営永下牧野
むつ市営金谷沢牧野
むつ市営宮後ふれあい牧場
川内第1牧野

８月４日（金）
午前10時～正午

むつ市川内庁舎
会議室

川内庁舎
産業振興課

�42－2111内線 234
川内第 2牧野
川内助作牧野

第
28
回
む
つ
市
畜
産
共
進
会

第
18
回
下
北
畜
産
共
進
会

　

む
つ
・
下
北
地
区
の
畜
産
農
家
が
、

日
頃
丹
精
込
め
て
磨
き
あ
げ
た
愛
馬
・

愛
牛
を
出
品
し
、
飼
養
技
術
と
体
形
美

を
競
い
ま
す
。

　

家
族
や
友
人
な
ど
、
お
誘
い
あ
わ
せ

の
う
え
、み
な
さ
ん
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉８
月
９
日（
水
）午
前
９
時
か
ら

〈
ど
こ
で
〉市
営
宮
後
ふ
れ
あ
い
牧
場

※
国
道
か
ら
宮
後
ふ
れ
あ
い
牧
場
ま
で
、
数

か
所
に
案
内
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

市
農
林
畜
産
課
畜
産
振
興
係

�

22

－

１
１
１
１
内
線
５
２
４

【案 内 図】

青森県男女共同参画センターオープンカレッジ

真打ち登場！！

　　落語と踊りでちょっといっぷく
～右團治流生き方をご披露します～

〈い　つ〉８月26日（土）午後１時～4時

〈どこで〉市大畑公民館

〈入場料〉無料

〈どんな〉

★落語『うまやかじ』ほか

★ビデオ上映会『大助 花子の男・女どっちが得？』

〈参加申込〉直接開場へお越しください。

〈その他〉
※無料託児します。１才半から就学前までのお子さんで、８月23日（水）

までに予約してください。

　市のバスが市役所前を午後0時15分に出ますのでご利用ください。

〈問合せ・託児申込先〉
市男女共同参画室

�22－1111内線 220

ほうがくぶからほうがくかえた

～落語会のキラキラ星～桂右團治のプロフィール！
本名　桑名恵子
兵庫県神戸市出身
早稲田大学法学部卒業

落語芸術会女性初の真打昇進
趣味 /英語・中国語・津軽三味線
・民謡・ジャズボーカル

ま
た
、

『
川
内
第
１
牧
野
』『
川
内
第
２
牧
野
』

『
川
内
助
作
牧
野
』

を
併
せ
て
管
理
す
る
団
体
も
公
募
し
ま
す



( 7 )

（２００６年・第６３３号）

『
県
内
Ｕ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
』

開
催
の
お
知
ら
せ

　

故
郷
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
い
方
、
祖
父

母
の
出
身
地
に
Ｉ
タ
ー
ン
し
た
い
方
な

ど
、
県
内
企
業
に
就
職
を
希
望
す
る
方

と
県
内
企
業
と
の
面
接
相
談
会
『
県
内

Ｕ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
』を
開
催
し
ま
す
。

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
ご

自
由
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉８
月
14
日（
月
）午

後
１
時
〜
４
時

〈
ど
こ
で
〉

ホ
テ
ル
青
森
３
階『
孔
雀
の
間
』（
青
森
市
）

〈
詳
し
く
は
〉

県
商
工
労
働
部
労
政
・
能
力
開
発
課

�
０
１
７

－

７
３
４

－

９
３
９
８

◎
県
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

県
営
住
宅（
種
別
・
公
営
住
宅
）へ
の

入
居
申
し
込
み
を
、
次
の
と
お
り
受
け

付
け
ま
す
。

〈
受
付
期
間
〉

8
月
１
日（
火
）〜
8
月
10（
木
）

〈
入
居
予
定
日
〉10
月
１
日（
日
）

〈
募
集
す
る
県
営
住
宅
〉

金
谷
団
地（
松
山
町
）２
Ｄ
Ｋ  

３
戸

〈
選
考
方
法
〉

　

入
居
資
格
を
審
査
の
う
え
、
応
募

者
多
数
の
場
合
は
公
開
抽
選
に
よ
り

入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

◎
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
入
居
者
募
集

　

中
堅
所
得
者
向
け
の
特
定
公
共
賃
貸

住
宅
の
入
居
者
を
随
時
募
集
中
で
す
。

〈
募
集
す
る
県
営
住
宅
〉

県
営
住
宅
中
央
団
地
内３

Ｌ
Ｄ
Ｋ 

77
㎡

〈
家
賃
〉月
額
６
万
３
千
円（
共
益
費
別
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

野
村
建
設
株
式
会
社
指
定
管
理
部

�

29

－

６
４
７
４

精
神
保
健
福
祉
研
修
会

開
催
の
お
知
ら
せ

〈
い
つ
〉８
月
１
日（
火
）午

後
１
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉

市
立
図
書
館
あ
す
な
ろ
ホ
ー
ル

〈
テ
ー
マ
〉

精
神
保
健
福
祉
の
基
礎
知
識

〈
講
師
〉

青
森
県
立
保
健
大
学

健
康
科
学
部
社
会
福
祉
科

教
授
・
医
学
博
士　

大
山 

博
史
氏

講
師
・
精
神
保
健
福
祉
士　

坂
下 

智
恵
氏

〈
詳
し
く
は
〉

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ『
ス
マ
イ
ル
』

向
井  

�

22

－

８
８
４
８

下北文化会館・大ホール8月の催し物案内

�２日 （水）14:30 ～ 16:40 ……………………………………《入場無料》

 NHK 全国学校音楽コンクール下北地区大会

�27 日 （日）13:30 ～ 16:00 ……………………………………《入場無料》

 第 16 回工藤和代音楽教室発表会

※文化会館正面の道路には駐車できませんので、西側駐車

場をご利用ください。

〈詳しくは〉下北文化会館 �22-8411

第25回田名部高校同窓生の集い
〈い　つ〉８月26日（土）午後６時～
〈どこで〉むつグリーンホテル
〈会　費〉３千円（チケット制・当日券あり）

〈チケット取扱所〉むつ来さまい館（旧田名部駅前）

※大抽選会開催！たくさんの方のご来場をお待ちしています !

〈詳しくは〉
田名部高校同窓会実行委員会
委員長・沼澤�22-1876

地上デジタルテレビ放送への
完全移行のお知らせ

　地上デジタルテレビ放送は2003年12月1日から関東、中京および近畿

の一部において開始され、2006年末までには、すべての都道府県庁所在地

にて開始されることとなっています。現行の地上アナログテレビ放送は、地

上デジタル放送への移行に伴い、2011年 7月24日までに終了します。

【地上デジタルテレビ放送を視聴するには】

①地上デジタル放送対応のテレビに買い換える
②地上デジタルチューナーを買い足す
③地上デジタル放送対応済みのケーブルテレビで視聴する
　地上デジタルテレビ放送の視聴方法など受信に関する相談お問い合せ

は、下記へお願いします。

〈詳しくは〉
受信相談については：総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター

�0570 － 07 － 0101
視聴エリアについては：（社）地上デジタル放送推進協会

�: http://www.d-pa.or.jp
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詳しくは市立図書館へ

�28-3500

  28-3400

・・・・・・・・・・　今月の新着案内　・・・・・・・・・・
あ め ふ ら し

名 将 佐 竹 義 宣

異 端 の 大 義　 上・ 下

う そ う そ

一 応 の 推 定

ヴ ィ ン テ ー ジ・ シ ッ ク ス

銃 と チ ョ コ レ ー ト

オ ル フ ェ の 方 舟

僕 ら は ど こ に も 開 か な い

アンパンマンとピラミッドののろい

おかあさん、げんきですか。

ぞうくんのあめふりさんぽ

あ め の も り の お く り も の

あまがえる先生まよなかのびっくりコンサート

小中学生からとれる資格と検定大事典！

ジ ュ ニ ア ダ イ エ ッ ト

よみがえる緑のシルクロード

北 島 康 介

トランプゲームの必殺ワザ

今 夜 は だ れ も 眠 れ な い

だ れ も 寝 て は な ら ぬ

ランプの精リトル・ジーニー　３

ち び 魔 女 メ ル フ ィ ー

黒魔女さんが通る！！　Ｐａｒｔ３

半 島 花 紀 行　 改 訂 版

し も き た 和 紙 人 形

長　 野　 ま ゆ み

南 原 幹 雄

楡 　 周 平

畠 中 　 恵

広 川 　 純

石 田 衣 良 ほ か

乙 一

上 遠 野　 浩　 平

御 影 瑛 路

や な せ た か し

後 藤 竜 二

なかのひろたか

ふくざわゆみこ

松 岡 達 英

オバタカズユキ

渡　 辺　 満 利 子

佐　 藤　 洋 一 郎

折 山 淑 美

本 間 正 夫

ダレン・シャンほか

ガース・ニクスほか

ミランダ・ジョーンズ

アンドレアス・シュリューター

石 崎 洋 司

木 下 哲 夫

大 山 栄 子

【 児童よみもの 】

【  郷 土 資 料  】

アルツハイマー病のすべてがわかる本

狂 気 の 偽 装

ツレがうつになりまして。

子 ど も た ち の 命

安全な空気を取り戻すために

祝 ご 出 産 ！

赤ちゃんは世界をどう見ているのか

臨 終 デ ザ イ ン

こ と ば 遊 び の 楽 し み

花・ 野 菜 づ く り 百 科

名人が教える山菜の採り方・食べ方

伊東家の食卓Ｎｏ．１裏ワザ大全集

 誰    ？   

筋肉バランストレーニング

黒 い 朝 、 白 い 夜

聞 き 屋 与 平

安 徳 天 皇 漂 海 記

押 入 れ の ち よ

贄 の 夜 会

旅 の い ろ

愛 を 海 に 還 し て

お 火 役 凶 状

帝 都 衛 星 軌 道

海 紡 ぐ 螺 旋 空 の 回 廊

余 命

新 井 平 伊

岩 波 　 明

細 川 貂 々

鎌 田 　 実

菱 田 一 雄

宇 仁 田　 ゆ　 み

山 口 真 美

丸 山 和 也

阿 刀 田　　 高

ブ テ ィ ッ ク 社

瀬 畑 雄 三

日本テレビ放送網

渡 辺 　 謙

佐 藤 拓 矢

岩　 井　 志 麻 子

宇 江 佐　 真　 理

宇 月 原　 晴　 明

荻 原 　 浩

香 納 諒 一

北 方 謙 三

小 手 鞠　 る　 い

沢　 田　 ふ じ 子

島 田 荘 司

高 里 椎 奈

谷 村 志 穂

子どもの学ぶ力を伸ばす「朝の読書」

キ ラ キ ラ 読 書 ク ラ ブ

魔 法 フ ァ ン タ ジ ー の 世 界

歴 史 の 嘘 を 見 破 る

原 典 ユ ダ の 福 音 書

戦 没 者 の 慰 霊 と 遺 骨 収 集

岩 波 新 書 の 歴 史

笑 う 大 英 帝 国

わ か り や す い 相 続

わ か り や す い 借 地

図解わかる税金　０６年版

図解わかる年金　０６年版

み ん な の 裁 判

少 子 化 す る 高 齢 社 会

小さな会社の「助成金」徹底活用術

産 ま な い 理 由

あなたのとなりの熟年離婚

ソ ー イ ン グ の コ ツ Ｑ ＆ Ａ

大和撫子のための手ぬぐい学校

お 通 し 前 菜 便 利 集

コ ト コ ト パ ス タ

村上祥子流ねばとろ健康レシピ

おいしいおやつがまってるよ

ア ミ ュ ー ズ と 先 付 ３ １ ９

林 　 公

日本図書センター

脇 　 明 子

中 嶋 嶺 雄

ルドルフ・カッセル

所 　 功

鹿 野 政 直

富　 山　 太 佳 夫

吉 田 杉 明

金 沢 　 均

芥 川 靖 彦

中 尾 幸 村

小 林 　 剛

金 子 　 勇

布 施 直 春

葉　 石　 か お り

岡　 野　 あ つ こ

ブ テ ィ ッ ク 社

手ぬぐい研究会

田 中 博 敏

金 子 琴 美

村 上 祥 子

門 間 み か

柴 田 書 店

【 図書・評論・心理学 】

【  歴 史 ・ 紀 行  】

【  社 会 ・ 教 育  】

【  手 芸 ・ 料 理  】

【  健 康 ・ 生 活  】

【 芸術・スポーツ 】

【  文 　 　 　 学  】

8月の図書館カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

� � 1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31 � �

は休館日です。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

� �
　『心にひびく恋のうた愛のうた（大活字本）第１～８巻／正津　勉／編集／リブリオ出版』

　名作と言われてきた短歌や詩などは、なぜか心に記憶しているものです。恋・

愛のうたをテーマに、その作品に込めた思いや背景など、著者の心に迫ります。

　故川島雄三監督の作品も第８巻「別離」に収録されています。新着図書コーナーにあります。

☆今回紹介いたしました本は大活字本です。大きな文字で読みやすい形態の本です。市立

図書館では定期的に受け入れ、現在約1,000 冊の蔵書がありますのでご活用ください。

�

郷土の本
＆

話題の本

� � �

� � �

� � �

� � �

� � �

� � �

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �
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お
〜
い
お
茶
新
俳
句
大
賞
で
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
受
賞

祖
父
の
家
潮
の
香
り
の
人
ば
か
り

（２００６年・第６３３号）

春 夏 秋 冬

　

第
17
回
伊
藤
園
お
〜
い
お
茶
新
俳
句
大
賞
に
お
い
て
、
田
名
部
高
校
2

年
の
鳥
山
愛
恵
さ
ん
が
全
国
約
167
万
句
の
頂
点
で
あ
る
文
部
科
学
大
臣
奨

励
賞
を
受
賞
、
こ
の
ほ
ど
同
校
で
受
賞
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

鳥
山
さ
ん
の
作
品
は

伊
藤
園
の
『
お
〜
い
お

茶
』シ
リ
ー
ズ
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
ま

す
の
で
お
楽
し
み
に
！

　

む
つ
商
工
会
議
所
Ｔ
Ｍ
Ｏ
と
田
名
部

の
ぼ
ん
ど
り
復
活
実
行
委
員
会
で
は
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
田
名
部
神
社
境
内

で
の
盆
踊
り
大
会
を
は
じ
め
、
各
商
店

会
地
域
で
次
の
と
お
り
盆
踊
り
大
会
を

実
施
し
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
と
と
も
に
、
夏
の
夜
の
ひ
と
と

き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

〈
い
つ
・
ど
こ
で
〉

８
月
7
日（
月
）午
後
６
時
〜

　

む
つ
来
さ
ま
い
館
駐
車
場（
田
名
部
町
）

８
月
９
日（
水
）午
後
６
時
30
分
〜

　

熊
野
神
社（
新
町
）

８
月
14
日（
月
）午
後
６
時
30
分
〜

む
つ
市
合
同
盆
踊
り
大
会
開
催

　

マ
エ
ダ
本
店
駐
車
場（
小
川
町
）

８
月
16
日（
水
）午
後
６
時
30
分
〜

　

田
名
部
神
社
境
内

※
雨
天
中
止
時
は
、
翌
日
に
順
延
と

な
り
ま
す
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
商
工
会
議
所
振
興
課

�

22

－

２
２
８
２

短　歌

ポ
ス
タ
ー
の
手
配
犯
ら
も
暮
れ
ゆ
か
ん
無
人
駅
舎
は
残
照
の
中

山　

本　

博　

子

庭
に
咲
く
折
々
の
花
い
と
し
か
り
和
裁
を
習
う
娘
持
ち
来
て
植
え
き

吉　

田　

友　

子

娘
ら
の
創
り
し
あ
け
び
籠
並
び
暮
ら
し
の
中
に
森
が
匂
え
り

斎　

藤　

ま
さ
ゑ

武
器
持
た
ぬ
国
を
誓
い
て
六
十
年
ゆ
る
る
世
相
に
ア
ッ
ツ
桜
燃
ゆ

相　

内　

玉　

恵

俳　句

に

ぎ

り

め

し

ほ

ど

の

雪

あ

り

青

き

嶺

山　

田　

冨　

江

父

母

の

座

す

炉

辺

の

決

ま

り

や

朴

の

花

山　

田　

と　

し

悟

り

た

る

構

へ

や

雨

の

青

蛙

畑　

中　

月　

穂

や

ま

せ

吹

く

雲

呼

ぶ

声

や

青

蛙

渋　

谷　

千
枝
子

一

輛

の

電

車

が

た

ご

と

梅

雨

に

入

る

深　

貝　

津　

弥

烏

の

子

皆

巣

立

ち

し

か

声

も

な

し

武　

尾　

八　

重

野

に

咲

き

て

強

く

美

し

夏

薊

相　

馬　

楓　

子

幼

日

の

木

登

り

得

意

跣

足

の

子

菊　

池　

千　

州

夜

更

け

て

力

満

ち

く

る

蚊

の

翅

音

畑　

山　

草　

林

山

の

湯

の

窓

少

し

開

く

閑

古

鳥

相　

馬　

禮　

子

川　柳

菜

の

花

に

抱

か

れ

た

罪

を

い

ま

問

わ

れ

出　

崎　

陽　

子

花

泥

棒

咎

め

る

人

も

過

去

が

あ

り

布　

施　

順　

風
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（２００６年・第６３３号）

議 会 だ よ り
第１８８回定例会

　

む
つ
市
議
会
第
１
８
８
回
定
例
会
が
、
去
る
６
月
13
日
か
ら
６

月
30
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
会
期
初
日
に
は
、
下
北
駅
前
整
備
促
進
特
別
委
員
会
の
中

間
報
告
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
は
29
議
案
（
う
ち
議
員
提
出
１
件
）が
上
程
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
・
承
認
・
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

下
北
駅
前
整
備
促
進

           

特
別
委
員
会
中
間
報
告

　

下
北
駅
前
整
備
促
進
特
別
委
員
会
に

付
託
の
事
件
に
つ
い
て
、
審
査
の
経
過
を

報
告
し
ま
す
。

　

本
委
員
会
は
、
第
186
回
定
例
会
に
お

い
て
付
託
さ
れ
た
下
北
駅
前
整
備
に
関
わ

る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
５
月
12
日
、
助
役
、

収
入
役
ほ
か
関
係
部
長
等
の
出
席
を
求

め
て
審
査
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
ま
ず
、
４
月
の
人
事
異

動
に
伴
い
企
画
部
長
、
建
設
部
長
か
ら
の

挨
拶
お
よ
び
出
席
職
員
の
紹
介
に
続
き
、

参
考
人
と
し
て
下
北
駅
周
辺
整
備
促
進
協

議
会
の
蓮
井
冨
士
雄
会
長
と
波
岡
悦
郎
副

会
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
休
憩
を
取
り
、
説
明
員
同

行
の
も
と
で
下
北
駅
前
の
現
地
調
査
を
行

な
い
、
視
察
終
了
後
、
理
事
者
側
か
ら
前

回
の
委
員
会
開
催
以
降
の
経
過
と
現
況

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
参
考
人
か
ら
は

協
議
会
の
活
動
の
経
緯
並
び
に
ご
意
見
、

ご
要
望
を
承
り
ま
し
た
。
以
下
に
そ
の
概

要
を
報
告
し
ま
す
。

　

企
画
部
長
か
ら
土
地
の
交
換
は
３
月

31
日
に
結
果
が
出
た
不
動
産
鑑
定
報
告

書
を
も
と
に
Ｊ
Ｒ
所
有
地
に
隣
接
す
る

民
有
地
と
、
市
有
地
の
一
部
を
交
換
す
る

こ
と
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
交
渉

は
順
調
に
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、
用
地
測

量
委
託
が
５
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
お

り
、
そ
の
後
に
実
施
設
計
委
託
、
事
業

認
定
と
い
う
手
順
で
進
ん
で
い
く
こ
と
か

ら
、
今
現
在
は
進
行
途
中
の
段
階
で
あ
る

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
参
考
人
の
蓮
井
会
長
、
波
岡

副
会
長
か
ら
平
成
６
年
５
月
の
協
議
会

設
立
に
至
る
ま
で
の
経
緯
と
、
設
立
か
ら

今
日
ま
で
の
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て

下
北
駅
前
の
活
性
化
と
駅
周
辺
の
環
境

整
備
に
努
め
た
経
緯
、
そ
し
て
市
当
局
お

よ
び
関
係
団
体
に
要
望
活
動
を
し
た
経

緯
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
協
議
会
が
抱
え
る
問
題
点

と
し
て
、
駅
前
整
備
が
決
ま
っ
た
と
は
い

え
最
終
目
標
で
あ
る
駅
舎
の
整
備
が
未

定
で
あ
る
こ
と
へ
の
不
安
と
、
一
日
も
早

い
実
現
に
向
け
て
本
特
別
委
員
会
へ
も
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
旨
の
要

望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
主
な
る
質
疑
、
意
見
等
に
つ
い

て
報
告
し
ま
す
。

　

土
地
交
換
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
土
地

の
鑑
定
結
果
が
３
月
31
日
に
出
て
、
前
回

の
特
別
委
員
会
か
ら
３
か
月
が
経
過
し

て
い
る
状
況
で
特
別
な
進
展
が
な
い
と
い

う
報
告
で
あ
る
が
、
何
か
障
害
が
あ
る
の

か
と
の
質
疑
に
対
し
、
企
画
部
長
か
ら
特

別
な
障
害
は
な
く
話
し
合
い
は
順
調
に

進
ん
で
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
同
委
員
か
ら
、
こ
の
事
業
の
財
源

と
な
る
電
源
三
法
交
付
金
１
億
6
千
万

円
は
５
年
以
内
に
使
い
切
ら
な
け
れ
ば
返

還
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
期
限
で
あ
る

平
成
19
年
度
末
ま
で
に
間
違
い
な
く
事

業
が
進
展
す
る
の
か
と
の
質
疑
に
対
し
、

企
画
部
長
か
ら
全
体
の
事
業
費
は
１
億

6
千
万
円
で
間
に
合
う
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
こ
の
１
億
6
千
万
円

は
一
部
工
事
を
含
め
た
用
地
取
得
費
で
あ

り
、
不
足
す
る
財
源
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
継
続
し
て
新
た
な
電
源
三
法
交
付
金

を
つ
ぎ
込
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
同
委
員
か
ら
駅
前
整
備
に
当

た
っ
て
一
番
基
本
に
な
る
の
は
駅
舎
の
建

設
場
所
で
あ
り
、
そ
の
位
置
が
決
ま
っ
て

い
な
け
れ
ば
再
度
設
計
の
見
直
し
な
ど
も

考
え
ら
れ
る
の
で
は
と
の
質
疑
に
対
し
、

企
画
部
長
か
ら
駅
舎
の
位
置
に
つ
い
て
は

あ
く
ま
で
も
現
状
で
の
計
画
地
で
あ
り
、

土
地
交
換
後
の
位
置
は
当
然
変
わ
っ
て
く

る
も
の
で
、
そ
の
形
状
に
よ
っ
て
平
成
15

年
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
締
結
し
た
下
北
駅

周
辺
整
備
事
業
に
関
す
る
基
本
協
定
に

基
づ
き
、
前
向
き
に
話
し
合
い
を
継
続
し

て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
別
の
委
員
か
ら
駅
前
整
備
の
今

後
の
予
定
に
つ
い
て
の
質
疑
に
対
し
、
企

画
部
長
か
ら
用
地
の
交
換
は
今
年
度
の
早

い
時
期
に
行
な
い
、
そ
の
後
の
事
業
認
定

な
ど
県
と
の
協
議
も
今
年
度
中
の
予
定
で

考
え
て
お
り
、
平
成
19
年
度
で
は
Ｊ
Ｒ
も

含
め
た
用
地
取
得
を
行
な
い
20
年
度
に
か

け
て
広
場
の
整
備
を
行
な
う
計
画
で
あ
る

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
併
せ
て
、
駅

舎
の
移
転
に
つ
い
て
は
協
議
を
し
な
が
ら

進
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
同
委
員
か
ら
駅
前
整
備
の
総
事

業
費
に
つ
い
て
の
質
疑
に
対
し
、
企
画
部

長
か
ら
駅
舎
等
全
部
含
め
て
約
６
億
円
前

後
に
な
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
で
下
北
駅
前
整
備
促
進
特
別
委

員
会
の
中
間
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

各
委
員
長
報
告

総
務
常
任
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た

議
案
２
件
、
報
告
１
件
に
つ
い
て
、
審
査
の

経
過
と
結
果
に
つ
き
ま
し
て
報
告
し
ま
す
。

　

本
委
員
会
は
、
６
月
20
日
、
関
係
部
長

等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
議
案
第
52
号
に
つ
き

ま
し
て
は
、
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
、
議
案
第
53
号
お
よ
び
報
告
第
８

号
に
つ
き
ま
し
て
は
、
反
対
討
論
が
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お

り
可
決
、
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

　

審
査
の
課
程
に
お
い
て
出
さ
れ
た
、
主

な
る
質
疑
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

初
め
に
、
議
案
第
52
号　

む
つ
市
特

別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
お

よ
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
で
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
新

た
に
特
別
職
と
な
る
、
む
つ
市
個
人
情
報

保
護
審
査
会
、
む
つ
市
障
害
福
祉
計
画

等
策
定
委
員
会
、
お
よ
び
下
北
圏
域
障

害
程
度
区
分
認
定
審
査
会
の
委
員
の
報

酬
お
よ
び
費
用
弁
償
の
額
を
定
め
た
も
の

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
説
明
に
対
し
て
、
委
員
か
ら
、
下

北
圏
域
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会
委

員
の
報
酬
額
の
算
定
基
準
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
、
ま
た
、
む
つ
市
個
人
情
報
保

護
審
査
会
委
員
の
報
酬
額
は
い
く
ら
か

と
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。
理
事
者
側
か

ら
は
、
下
北
圏
域
障
害
程
度
区
分
認
定

審
査
会
委
員
の
報
酬
額
の
設
定
に
つ
い
て

は
、
下
北
圏
域
介
護
認
定
審
査
会
を
参

考
に
し
て
い
る
。
同
審
査
会
の
設
置
に
際

し
て
は
、
青
森
県
医
師
会
の
意
見
を
参

考
に
、
む
つ
下
北
医
師
会
と
の
協
議
に
よ

り
決
定
し
た
経
緯
が
あ
る
が
、
下
北
圏

域
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会
も
医
師

等
で
構
成
さ
れ
る
と
の
観
点
か
ら
、
下
北

圏
域
介
護
認
定
審
査
会
同
様
、
会
長
等

に
あ
っ
て
は
日
額
１
万
７
千
円
、
委
員
に

あ
っ
て
は
日
額
１
万
５
千
円
の
報
酬
額
に

設
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
個
人
情
報
保
護
審
査
会
委
員
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の
報
酬
額
は
、
日
額
６
千
５
百
円
で
あ
る

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
別
の
委
員
か
ら
、
下
北
圏
域

障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会
委
員
と
下

北
圏
域
介
護
認
定
審
査
会
委
員
の
両
方

を
兼
ね
た
場
合
、
同
日
に
会
議
が
行
な
わ

れ
る
と
日
当
は
ど
う
な
る
の
か
と
の
質
疑

が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
重
複
す
る
支

給
は
で
き
な
い
、
基
本
的
に
二
つ
の
審
査

会
を
同
日
に
開
催
す
る
こ
と
は
な
い
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
53
号　

む
つ
市
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
で
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
地

方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
平

成
18
年
３
月
31
日
付
け
で
公
布
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
所
得
税
か
ら
住
民
税
へ
の

税
源
移
譲
に
よ
る
個
人
市
民
税
の
所
得
割

に
係
る
税
率
の
見
直
し
、
お
よ
び
各
種
控

除
の
調
整
措
置
、
定
率
減
税
の
廃
止
、
市

た
ば
こ
税
の
税
率
の
引
上
げ
を
行
な
う
な

ど
、
所
要
の
条
文
整
備
を
す
る
も
の
で
あ

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
委
員
か

ら
の
質
疑
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

次
に
、
報
告
第
８
号　

専
決
処
分
し

た
事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
で
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
地
方

税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
平
成

18
年
３
月
31
日
付
け
で
公
布
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
平
成
18
年
度
の
課
税
事
務
に
密

接
に
関
連
す
る
こ
と
か
ら
、
む
つ
市
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
専
決
処
分
し
た

も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
説
明
に
対
し
て
、
委
員
か
ら
、
本

報
告
に
つ
い
て
議
場
で
説
明
を
受
け
た
際

に
、
低
所
得
者
層
へ
の
影
響
額
等
を
把
握

し
て
い
な
い
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
後

日
資
料
を
提
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か

と
の
質
疑
に
対
し
て
、
理
事
者
側
か
ら
、

税
務
統
計
で
あ
る
課
税
状
況
調
査
に
お
い

て
も
、
低
所
得
者
層
に
つ
い
て
は
人
数
程

度
し
か
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
影
響

額
等
に
関
す
る
資
料
を
提
出
す
る
こ
と
は

難
し
い
。
今
後
、
担
当
者
間
で
協
議
を
し
、

来
年
度
に
向
け
て
対
応
で
き
る
よ
う
検
討

し
て
い
き
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
委
員
か
ら
、
本
報
告
は
住

民
に
と
っ
て
良
い
部
分
と
悪
い
部
分
が
あ

る
と
思
う
が
、
簡
潔
に
要
点
を
説
明
し
て

ほ
し
い
と
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か

ら
、
税
源
移
譲
に
伴
う
市
税
収
入
増
に

よ
り
、
当
該
財
源
を
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
生

か
せ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
、
低
所
得

者
や
65
才
以
上
の
方
に
は
負
担
が
生
じ

る
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
で
、
総
務
常
任
委
員
会
の
審
査

報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

産
業
経
済
常
任
委
員
会

　

産
業
経
済
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
議
案
４
件
に
つ
い
て
、
審
査
の
経

過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

本
委
員
会
は
、
６
月
20
日
、
関
係
部
長

等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
議
案
第
55
号
、
第
56

号
お
よ
び
第
58
号
に
つ
い
て
は
、
ご
異
議

が
あ
り
、
第
59
号
に
つ
い
て
も
反
対
討
論

が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
賛
成
多

数
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
ま
し
た

主
な
る
質
疑
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

初
め
に
、
議
案
第
55
号　

む
つ
市
営

牧
野
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
で
す
が
、
理
事
者
側
か
ら
、
す

べ
て
の
市
営
牧
野
の
管
理
運
営
に
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
す
る
た
め
の
も
の
で
あ

り
、
本
条
例
の
施
行
予
定
で
あ
る
平
成

19
年
４
月
１
日
に
は
、
現
在
指
定
管
理

さ
れ
て
い
る
脇
野
沢
地
区
の
瀬
野
・
滝
山
・

源
藤
城
の
３
牧
野
に
加
え
、
む
つ
地
区
の

宮
後
・
名
子
・
永
下
・
金
谷
沢
、
お
よ
び

川
内
地
区
の
第
１
川
内
・
第
２
川
内
の
６

牧
野
が
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
管
理

運
営
に
な
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
56
号   

む
つ
市
宮
後

ふ
れ
あ
い
牧
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
で
す
が
、理
事
者
側
か
ら
、

む
つ
市
宮
後
ふ
れ
あ
い
牧
場
の
管
理
運
営

に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す

る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

両
議
案
に
対
し
、
委
員
か
ら
、
平
成

19
年
４
月
１
日
に
指
定
管
理
者
制
度
に

よ
る
管
理
に
移
行
す
る
た
め
に
、
今
定
例

会
で
条
例
改
正
を
行
な
う
必
要
は
あ
る

の
か
と
の
質
疑
に
対
し
、理
事
者
側
か
ら
、

市
政
だ
よ
り
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利

用
し
た
広
報
に
始
ま
り
、
公
募
説
明
会
、

願
書
受
付
、
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会

の
開
催
、
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

の
議
決
に
至
る
ま
で
、
か
な
り
の
期
間
を

要
す
る
た
め
、
今
定
例
会
に
提
案
す
る
こ

と
と
な
っ
た
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
委
員
か
ら
、
指
定
管
理
者

の
公
募
の
際
に
は
、対
象
と
な
り
う
る
方
、

団
体
等
に
対
し
、
周
知
を
徹
底
し
て
ほ
し

い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
58
号
お
よ
び
議
案
第
59

号　

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
で
す

が
、
理
事
者
側
か
ら
、
む
つ
市
大
畑
町
水

産
物
簡
易
加
工
処
理
施
設
、
お
よ
び
む
つ

市
大
畑
町
水
産
物
鮮
度
保
持
施
設
の
管
理

運
営
を
行
わ
せ
る
指
定
管
理
者
に
、
大
畑

町
漁
業
協
同
組
合
を
提
案
し
た
も
の
で
あ

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
、
両
施
設
は
、
平
成
７
年
に

同
時
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
議
案

第
59
号
に
係
る
む
つ
市
大
畑
町
水
産
物
鮮

度
保
持
施
設
に
お
い
て
は
、
以
前
施
設
の
老

朽
化
が
進
み
、
水
産
物
の
保
冷
に
使
用
す

る
氷
が
供
給
で
き
な
く
な
り
、
遠
方
か
ら

氷
を
輸
送
し
、使
用
し
た
こ
と
等
が
あ
っ
た
。

既
に
、建
設
か
ら
10
年
経
過
し
て
い
る
た
め
、

今
後
老
朽
化
が
進
ん
だ
場
合
に
建
て
替
え

等
に
対
応
す
る
た
め
の
基
金
を
創
設
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者
に
十
分
指
導

し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
に
対
し
理
事
者
側
か
ら
、
将
来
的

に
修
繕
費
お
よ
び
改
築
費
が
必
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
指
定
管
理
の
た
め
の
協
定
書
に

は
、
利
益
の
５
％
程
度
を
基
金
に
積
み
立
て

す
る
旨
を
盛
り
込
む
予
定
で
あ
る
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
全
付
託
議
案
に
関
係
し
て
、
指

定
管
理
者
制
度
を
既
に
導
入
し
て
い
る

施
設
お
よ
び
こ
れ
か
ら
導
入
す
る
予
定
の

施
設
と
も
、行
政
、民
間
、地
域
の
団
体
等
、

ど
の
管
理
主
体
が
適
切
で
あ
る
の
か
、
議

論
し
尽
く
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
で
産
業
経
済
常
任
委
員
会
の
審

査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

　

建
設
常
任
委
員
会

　

建
設
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し

た
議
案
１
件
、
報
告
２
件
に
つ
い
て
、
審

査
の
経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

本
委
員
会
は
、
６
月
20
日
、
関
係
部
局

長
の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た
議

案
お
よ
び
報
告
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
会

一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
お
よ
び
承
認

す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
ま
し
た

主
な
る
質
疑
、
意
見
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

初
め
に
、
議
案
第
57
号　

む
つ
市
漁

業
集
落
排
水
処
理
施
設
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
で
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
理
事
者
側
か
ら
、
平
成

11
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
き
た
脇
野

沢
寄
浪
地
区
お
よ
び
蛸
田
地
区
の
漁
業

集
落
排
水
処
理
施
設
が
今
年
度
で
完
成

し
供
用
開
始
と
な
る
こ
と
か
ら
、
処
理
区

域
と
し
て
新
た
に
追
加
す
る
た
め
の
も
の
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で
、
現
在
、
脇
野
沢
九
艘
泊
地
区
の
み
を

こ
の
施
設
の
処
理
区
域
と
し
て
い
た
が
、

こ
の
改
正
で
２
地
区
が
処
理
区
域
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
施
設
の
完
成
に
よ
り
、
寄

浪
地
区
で
は
39
世
帯
、
蛸
田
地
区
で
は

18
世
帯
が
新
た
に
下
水
道
を
使
用
で
き

る
と
の
こ
と
で
す
。

　

本
案
に
つ
い
て
委
員
か
ら
、
新
た
に
供

用
開
始
と
な
る
区
域
の
下
水
道
使
用
料
金

に
つ
い
て
、
上
水
道
の
使
用
水
量
に
よ
っ

て
下
水
道
使
用
料
金
が
徴
収
さ
れ
る
た

め
、
取
水
、
止
水
に
あ
た
っ
て
は
水
道
課

と
下
水
道
課
が
連
絡
を
密
に
し
て
対
応
し

て
ほ
し
い
旨
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
報
告
第
13
号　

専
決
処
分
し

た
事
項
の
報
告
お
よ
び
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
で
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
理
事
者
側
か
ら
、
下
水

道
事
業
費
の
確
定
お
よ
び
決
算
見
込
み

に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
増
減
す
る
た
め
、
平
成

17
年
度
む
つ
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
を
専
決
処
分
し
た
も
の
で
あ

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
報
告
に
対
し
て
の
質
疑
等
は

特
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

次
に
、
報
告
第
16
号　

専
決
処
分
し

た
事
項
の
報
告
お
よ
び
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
で
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
理
事
者
側
か
ら
、
平

成
17
年
度
む
つ
市
用
地
造
成
事
業
会

計
の
決
算
見
込
み
に
お
い
て
、
歳
入

合
計
で
２
千
５
５
２
万
１
千
４
７
８

円
、
そ
れ
に
対
し
歳
出
合
計
が
14

億
７
千
５
５
５
万
３
１
４
円
と
な
り
、

歳
入
が
歳
出
に
対
し
て
不
足
す
る
額
14

億
５
千
２
万
８
千
８
３
６
円
を
補
て
ん
す

る
た
め
の
措
置
と
し
て
、
平
成
18
年
度
予

算
の
歳
入
か
ら
繰
り
上
げ
充
用
す
る
た

め
、
平
成
18
年
度
む
つ
市
用
地
造
成
事

業
会
計
補
正
予
算
を
専
決
処
分
し
た
も

の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
報
告
に
つ
い
て
委
員
か
ら
、
雑
入
と

し
て
14
億
５
千
万
円
の
歳
入
を
計
上
し
て

い
る
が
、
会
計
処
理
の
仕
方
と
し
て
正
し

い
の
か
、
ま
た
別
の
方
法
は
な
い
の
か
と

の
質
疑
に
対
し
、
理
事
者
側
か
ら
前
年

度
の
決
算
見
込
み
に
お
い
て
翌
年
度
分
の

歳
入
を
繰
り
上
げ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ほ

か
に
見
込
ま
れ
る
財
源
が
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
こ
れ
が
清
算
会
計
に
お
け
る

清
算
す
る
ま
で
の
処
理
の
仕
方
で
、
現
段

階
で
は
雑
入
と
し
て
計
上
す
る
方
法
し
か

な
い
と
考
え
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
別
の
委
員
か
ら
保
有
資
産
の
処

分
に
当
た
っ
て
、
も
っ
と
民
間
の
協
力
を

仰
ぐ
な
ど
し
て
活
用
を
図
る
べ
き
と
の
意

見
と
、
議
会
全
体
の
問
題
と
し
て
特
別
委

員
会
を
設
置
す
る
な
ど
根
本
的
な
方
策
を

提
言
す
べ
き
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
上
で
、
建
設
常
任
委
員
会
の
審
査

報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

 

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
議
案
５
件
、報
告
３
件
に
つ
い
て
、

審
査
の
経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

本
委
員
会
は
、
６
月
20
日
、
関
係
部
長

等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た
全
て

の
議
案
お
よ
び
報
告
に
つ
き
ま
し
て
は
、

全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
ま
た
は

承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
経
過
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

初
め
に
、
議
案
第
51
号 

む
つ
市
障
害

福
祉
計
画
等
策
定
委
員
会
条
例
で
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
理
事
者
側
か
ら
、
障
害

者
自
立
支
援
法
で
定
め
る
障
害
福
祉
計

画
、
お
よ
び
障
害
者
基
本
法
で
定
め
る
障

害
者
計
画
の
策
定
が
義
務
づ
け
ら
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
専
門
的
分
野
か
ら
検
討
を

加
え
、
よ
り
現
実
に
即
し
た
計
画
と
す
る

た
め
、
計
画
策
定
を
円
滑
に
行
な
う
こ
と

を
目
的
と
し
た
附
属
機
関
を
設
置
す
る

も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
案
に
対
し
て
は
複
数
の
委
員
か
ら
、

同
策
定
委
員
会
の
委
員
と
し
て
委
嘱
さ

れ
る
対
象
者
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
理

事
者
側
か
ら
は
、
知
的
、
精
神
お
よ
び
身

体
障
害
者
施
設
の
代
表
等
を
考
え
て
い

る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
他
の
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
、
計
画

案
策
定
の
段
階
か
ら
同
策
定
委
員
の
意

見
や
見
解
を
取
り
入
れ
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
と
の
意
見
に
対
し
て
、
理
事
者
側

か
ら
は
、
事
務
局
で
作
成
し
た
原
案
を
同

策
定
委
員
会
に
提
示
し
、
そ
の
際
、
策

定
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
等
を
取
り

込
ん
で
最
終
的
な
案
を
策
定
し
て
い
く
。

さ
ら
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
方
式
に
よ

り
、
原
案
を
示
し
て
市
民
か
ら
広
く
意

見
を
求
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
同
委
員
か
ら
、
第
２
条
第
１
号

ア
に
示
さ
れ
て
い
る『
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
又
は
指
定
相
談
支
援
』、
お
よ
び
同
条

同
号
イ
に
示
さ
れ
て
い
る『
地
域
生
活
支
援

事
業
の
種
類
』に
つ
い
て
そ
の
詳
細
を
問
う

質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
は
、
そ
れ

ぞ
れ『
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
ま
た
は
指

定
相
談
支
援
』と
は
、県
が
指
定
す
る
介
護
、

訓
練
、
地
域
生
活
支
援
事
業
の
こ
と
で
あ

り
、『
地
域
生
活
支
援
事
業
の
種
類
』と
は
、

相
談
支
援
事
業
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

支
援
、
日
常
用
具
の
給
付
ま
た
は
貸
与
、

移
動
支
援
事
業
等
の
こ
と
で
あ
る
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
54
号 

む
つ
市
乳
幼
児

医
療
費
給
付
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
で
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
理
事
者
側
か
ら
、
厚
生

労
働
省
か
ら
新
た
に
診
療
報
酬
の
算
定

方
法
が
告
示
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
そ
れ

ら
を
適
用
す
る
た
め
に
本
条
例
の
条
文

整
備
を
行
な
う
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

本
案
に
対
し
て
は
委
員
か
ら
、
こ
の
改

正
に
よ
っ
て
内
容
的
な
変
化
が
生
じ
て
い

る
の
か
ど
う
か
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者

側
か
ら
は
、
今
回
の
改
正
は
条
文
の
整
備

で
あ
り
、
内
容
的
に
は
市
民
に
不
利
益
と

な
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
と
の
答
弁
が
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あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
60
号 

下
北
圏
域
障
害
程

度
区
分
認
定
審
査
会
の
設
置
に
つ
い
て
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
理
事
者
側
か
ら
、
障
害

者
自
立
支
援
法
に
よ
り
各
市
町
村
に
設
置

が
義
務
づ
け
ら
れ
た
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

必
要
性
を
総
合
的
に
判
定
し
、
障
害
程
度

区
分
業
務
を
公
平
公
正
に
行
な
う
た
め
の

障
害
程
度
区
分
認
定
審
査
会
に
つ
い
て
、

む
つ
市
、
大
間
町
、
東
通
村
、
風
間
浦
村

お
よ
び
佐
井
村
の
５
市
町
村
で
共
同
設
置

す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
認
定
審

査
会
の
委
員
は
、
介
護
保
険
同
様
、
保
健

医
療
ま
た
は
福
祉
に
関
す
る
学
識
経
験
を

有
す
る
者
か
ら
任
命
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
。
今
回
、
身
体
・
知
的
・
精
神
の
３

障
害
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
一
元
化
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
精
神
科
医
の
参
画
は
必
須
で

あ
る
が
、
町
村
に
お
い
て
は
精
神
科
医
を

確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
の

で
、
事
務
処
理
の
効
率
化
と
経
費
節
減
化

等
の
観
点
か
ら
共
同
設
置
す
る
も
の
で
あ

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
案
に
対
し
て
は
委
員
か
ら
、
５
名
の

委
員
は
構
成
市
町
村
か
ら
１
名
ず
つ
委
嘱

さ
れ
る
の
か
と
の
質
疑
に
対
し
、
理
事
者

側
か
ら
は
、
委
員
は
医
師
の
ほ
か
、
理
学

療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
薬
剤
師
、
施
設

に
就
業
し
て
い
る
ヘ
ル
パ
ー
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
な
ど
、
各
職
域
か
ら
選
出
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
他
の
委
員
か
ら
、
委
員
に
医
師
を

含
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
に
つ
い
て

の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
は
、
障

害
程
度
区
分
認
定
の
調
査
項
目
は
介
護
認

定
の
調
査
項
目
よ
り
27
項
目
増
え
て
106
項

目
で
あ
り
、
こ
の
27
項
目
に
つ
い
て
は
精

神
分
野
が
主
に
な
り
、
県
か
ら
も
精
神
科

医
が
望
ま
し
い
と
い
う
指
導
が
あ
っ
た
た

め
で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
同
委
員
か
ら
は
、
審
査
会
に
医

師
の
意
見
書
が
提
示
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
審
査
会
の
委
員
と
し
て
別
の
医
師
が

参
画
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
医
師
の
意
見

の
み
が
重
視
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

や
、
医
師
間
の
見
解
の
整
合
性
の
保
持
が

危
惧
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
医
師
間
の
力
関

係
が
認
定
審
査
に
影
響
す
る
可
能
性
に

つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら

は
、
委
員
と
し
て
は
医
師
の
他
に
社
会
福

祉
専
門
の
方
も
予
定
し
て
い
る
こ
と
や
、

認
定
審
査
は
ま
ず
在
宅
調
査
員
に
よ
る

106
の
調
査
項
目
と
医
師
の
意
見
書
が
審

査
会
に
提
示
さ
れ
、
５
名
の
委
員
に
よ
る

審
査
の
後
に
多
数
決
で
決
定
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
医
師
の
意
見
の
み

が
重
要
視
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て

い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

他
の
委
員
か
ら
は
、
第
７
条
の
詳
細
に

つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら

は
、
同
条
は
、
法
で
規
定
さ
れ
た
認
定
審

査
会
の
事
務
以
外
で
、
構
成
市
町
村
が
固

有
の
事
由
に
よ
り
特
に
審
査
会
の
意
見
を

徴
し
た
い
場
合
に
つ
い
て
は
、
当
該
市
町

村
が
そ
の
経
費
を
負
担
す
る
こ
と
を
定
め

て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
同
委
員
か
ら
、
第
８
条
か
ら
第

11
条
に
関
し
て
、
む
つ
市
に
お
い
て
同

審
査
会
の
予
算
や
決
算
、
条
例
や
規
則
、

委
員
の
報
酬
等
を
規
定
す
る
理
由
に
つ
い

て
の
質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
は
、

共
同
設
置
を
す
る
た
め
に
は
、
地
方
自
治

法
上
、
各
市
町
村
で
同
じ
規
約
を
規
定

し
議
決
後
、
県
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
設
置
後
の
事
務
委
任
に
つ
い
て

は
、
代
表
と
な
る
市
町
村
の
条
例
等
が
適

用
と
な
る
が
、
予
算
や
決
算
、
ま
た
代
表

市
町
村
の
関
係
条
例
等
の
改
正
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
構
成
市
町
村
に
通
知
す
る

義
務
が
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
63
号 

平
成
18
年
度
む

つ
市
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
で
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
理
事
者
側
か
ら
、
本
案

は
老
人
医
療
の
確
定
に
伴
う
補
正
で
あ

り
、
歳
入
歳
出
と
も
２
千
４
２
７
万
７
千

円
の
増
額
と
な
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
が
、
委
員
か
ら
の
質
疑
は
特
に
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
64
号 

平
成
18
年
度
む

つ
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
で
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
理
事
者
側
か
ら
、
本
案

は
、
新
予
防
給
付
の
業
務
が
７
月
１
日
か

ら
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
伴
っ
て
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
係
る
当
業
務
運
営
に

要
す
る
経
費
お
よ
び
介
護
報
酬
を
補
正

す
る
も
の
で
あ
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

９
０
０
万
７
千
円
の
増
額
補
正
で
あ
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
案
に
対
し
て
は
委
員
か
ら
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
各
地
区
ご
と
に
設

置
す
る
予
定
は
あ
る
か
と
の
質
疑
が
あ

り
、
理
事
者
側
か
ら
は
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
人
口
２
万
人

か
ら
３
万
人
に
１
か
所
と
い
う
基
準
が
あ

る
。
今
年
度
は
新
事
業
と
い
う
こ
と
で
、

市
内
１
か
所
で
年
度
途
中
の
開
始
と
な
っ

た
が
、
来
年
度
以
降
は
委
託
等
も
視
野

に
入
れ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
報
告
第
10
号
か
ら
報
告
第
12
号

ま
で
の
、
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お

よ
び
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
で
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
17
年
度
の

む
つ
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
、
む
つ
市
老
人
保
健
特
別
会
計
補

正
予
算
、
む
つ
市
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て
、
年
度
末
に
あ
た
っ

て
事
務
事
業
費
が
お
お
む
ね
確
定
し
た

こ
と
に
よ
る
減
額
補
正
に
つ
い
て
の
報
告

で
あ
り
、
委
員
か
ら
の
質
疑
は
特
に
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

以
上
で
、
教
育
民
生
常
任
委
員
会
の

審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

議

案

審

議

議　

案

▼
む
つ
市
障
害
福
祉
計
画
等
策
定
委
員

会
条
例

　

障
害
者
自
立
支
援
法
で
定
め
る
障
害

福
祉
計
画
お
よ
び
障
害
者
基
本
法
で
定

め
る
障
害
者
計
画
の
策
定
の
た
め
、
附

属
機
関
を
設
置
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
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も
の
の
報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

む
つ
市
個
人
情
報
保
護
審
査
会
、
む

つ
市
障
害
福
祉
計
画
等
策
定
委
員
会

お
よ
び
下
北
圏
域
障
害
程
度
区
分
認

定
審
査
会
の
委
員
の
報
酬
お
よ
び
費
用

弁
償
の
額
を
定
め
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

個
人
市
民
税
の
所
得
割
の
税
率
の
見

直
し
お
よ
び
定
率
減
税
の
廃
止
、
た

ば
こ
税
率
の
引
上
げ
の
ほ
か
所
要
の

条
文
整
備
を
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
乳
幼
児
医
療
費
給
付
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

青
森
県
乳
幼
児
は
つ
ら
つ
育
成
事

業
実
施
要
領
の
一
部
改
正
に
準
じ
て
、

乳
幼
児
医
療
費
の
額
の
算
定
に
新
た

に
告
示
さ
れ
た
診
療
報
酬
の
算
定
方

法
を
適
用
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
営
牧
野
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

す
べ
て
の
む
つ
市
営
牧
野
の
管
理
運

営
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る

た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
宮
後
ふ
れ
あ
い
牧
場
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

む
つ
市
宮
後
ふ
れ
あ
い
牧
場
の
管

理
運
営
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
漁
業
集
落
排
水
処
理
施
設
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

脇
野
沢
寄
浪
地
区
お
よ
び
蛸
田
地

区
の
漁
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
供

用
開
始
す
る
た
め
の
も
の

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

む
つ
市
大
畑
町
水
産
物
簡
易
加
工

処
理
施
設
の
管
理
を
行
な
わ
せ
る
指

定
管
理
者
を
指
定
す
る
た
め
の
も
の

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

む
つ
市
大
畑
町
水
産
物
鮮
度
保
持

施
設
の
管
理
を
行
な
わ
せ
る
指
定
管

理
者
を
指
定
す
る
た
め
の
も
の

▼
下
北
圏
域
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査

会
の
設
置
に
つ
い
て

　

む
つ
市
、
大
間
町
、
東
通
村
、
風

間
浦
村
お
よ
び
佐
井
村
が
共
同
し
て

障
害
者
自
立
支
援
法
の
規
定
に
よ
る

介
護
給
付
費
等
の
支
給
に
関
す
る
審

査
会
を
設
置
す
る
た
め
の
も
の

▼
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
に
推
薦
す

る
者
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

　

９
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
人
権
擁
護
委
員
に
折
舘
博
氏
を

推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
意

見
を
求
め
る
た
め
の
も
の

▼
平
成
18
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補
正

予
算（
２
千
２
２
０
万
６
千
円
の
増
額
補
正
）

▼
平
成
18
年
度
む
つ
市
老
人
保
健
特
別

会
計
補
正
予
算
（
２
千
４
２
７
万
７
千
円

の
増
額
補
正
）

▼
平
成
18
年
度
む
つ
市
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
９
０
０
万
７
千
円
の
増

額
補
正
）

▼
平
成
18
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補
正

予
算（
３
億
３
千
３
０
０
万
円
の
増
額
補
正
）

報　

告

▼
平
成
17
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書

　

４
事
業
の
繰
越
し
に
つ
い
て
報
告
す

る
も
の

▼
平
成
17
年
度
む
つ
市
水
道
事
業
会
計

継
続
費
繰
越
計
算
書

　

簡
易
水
道
統
合
整
備
事
業
の
逓
次

繰
越
し
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
に
つ
い
て  

　

和
解
お
よ
び
損
害
賠
償
の
額
を
定

め
る
こ
と
に
つ
い
て（
去
る
２
月
14
日
む
つ

市
金
谷
二
丁
目
地
内
の
市
道
に
お
い
て
発
生

し
た
自
動
車
損
傷
事
故
に
つ
い
て
、
和
解
し
、

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
た
も
の
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
に
つ
い
て

　

和
解
お
よ
び
損
害
賠
償
の
額
を
定

め
る
こ
と
に
つ
い
て（
去
る
３
月
４
日
む
つ

市
下
北
町
地
内
の
市
道
に
お
い
て
発
生
し
た

自
動
車
損
傷
事
故
に
つ
い
て
、
和
解
し
、
損

害
賠
償
の
額
を
定
め
た
も
の
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

む
つ
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例（
去
る
３
月
31
日
付
け
を
も
っ
て
、
地
方

税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、所
要
の
改
正
を
し
た
も
の
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

平
成
17
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
９
億
２
千
７
３
０
万
５
千
円
の
減

額
補
正
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

平
成
17
年
度
む
つ
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
２
億
６
千
５
０
０
万
３
千

円
の
減
額
補
正
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

平
成
17
年
度
む
つ
市
老
人
保
健
特

別
会
計
補
正
予
算
（
１
億
５
８
６
万
円
の

減
額
補
正
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

平
成
17
年
度
む
つ
市
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
２
億
４
千
８
０
２
万
７
千

円
の
減
額
補
正
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

平
成
17
年
度
む
つ
市
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
５
千
８
４
８
万
２
千
円

の
減
額
補
正
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補
正

予
算（
１
千
１
６
２
万
１
千
円
の
増
額
補
正
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補
正
予

算（
24
億
８
千
８
１
７
万
７
千
円
の
増
額
補
正
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
お
よ
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
度
む
つ
市
用
地
造
成
事

業
会
計
補
正
予
算
（
14
億
５
千
２
万
９
千

円
の
増
額
補
正
）

議
員
提
出
議
案

▼
基
地
対
策
予
算
の
増
額
等
を
求
め
る

意
見
書
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一

般

質

問

　

一
般
質
問
は
６
月
22
日
、
23
日
、

27
日
の
３
日
間
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

（
質
問
順
・
敬
称
略
）

◎
鎌　

田　

ち
よ
子

▼
子
育
て
支
援
対
策
に
つ
い
て 

 

・
本
市
の
現
況
と
今
後
の
取
り
く
み
に
つ
い
て

 

・
一
元
化
の
体
制
づ
く
り
の
為
、
新
た
な

「
部
」の
新
設
に
つ
い
て

▼
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
支
援
事
業
に
つ
い
て

 

・
本
市
の
現
況
と
今
後
の
取
り
く
み
に
つ
い
て

▼
防
災
お
よ
び
災
害
対
策
に
つ
い
て

 

・
本
市
で
実
施
予
定
の
青
森
県
総
合
防
災

訓
練
に
つ
い
て

◎
工　

藤　

孝　

夫

▼
携
帯
電
話
の
利
活
用
対
策
に
つ
い
て

 

・
情
報
通
信
手
段
の
確
保
、
災
害
時
の
緊

急
連
絡
手
段
と
し
て
早
期
実
現
を
図

る
こ
と
に
つ
い
て

▼
保
健
事
業
に
つ
い
て

 

・
複
合
健
診（
基
本
健
診
）の
サ
ー
ビ
ス
低

下
に
つ
い
て

 

・
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
の
通
常
の
閉
館
に
つ
い
て

◎
澤　

藤　

一　

雄

▼
生
活
保
護
に
つ
い
て

 

・
相
談
受
付
体
制
の
現
状
は

 

・
専
門
職
員
の
配
置
は

▼
観
光
対
策
に
つ
い
て

 

・
薬
研
野
営
場
再
開
の
見
通
し
は（
森
林
管

理
署
と
の
協
議
の
状
況
）

 

・
市
管
理
下
の
危
険
木
の
状
況
と
対
策

 

・
遊
歩
道
の
適
正
管
理
に
つ
い
て

▼
廃
棄
物
処
分
場
の
管
理
に
つ
い
て

 

・
大
畑
地
区
処
分
場
の
状
況
は（
有
害
物
質

は
あ
る
の
か
）

▼
サ
ル
・
カ
モ
シ
カ
対
策

 

・
サ
ル
の
被
害
状
況
と
対
策
は

 

・
カ
モ
シ
カ
の
被
害
状
況
と
対
策
は

◎
柴　

田　

峯　

生

▼
中
心
市
街
地
の
整
備
と
活
性
化
に
つ
い
て

 

・
潮
風
さ
わ
や
か
大
湊
計
画
策
定
後
の
事

業
実
施
と
、
そ
の
経
過
に
つ
い
て

 

・
大
湊
駅
前
通
り
商
店
街
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

 

・
大
湊
駅
の
将
来
性
に
つ
い
て

 
・
や
す
ら
ぎ
の
海
辺
公
園
と
海
辺
道
路
整

備
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

 
・
市
と
し
て
の
財
政
支
援
に
要
す
る
財
政

支
出
の
見
通
し
に
つ
い
て

 

・
旧
町
村
部
中
心
街
区
の
町
並
み
再
生
に

つ
い
て

▼
地
方
債
の
新
し
い
制
度
の
動
き
に
つ
い
て

 

・
地
方
債
許
可
制
度
の
適
用
に
つ
い
て

 

・
18
年
度
の
標
準
財
政
規
模
の
予
測
に

つ
い
て 

 

・
財
政
健
全
化
計
画
に
つ
い
て

 

・
実
質
公
債
費
比
率
と
減
債
基
金
に
つ
い
て

◎
大　

澤　

敬　

作

▼
漁
業
対
策
に
つ
い
て

 

・
川
内
沖
の
ナ
マ
コ
養
殖
い
つ
か
ら
や
り
ま
す
か

 

・
ホ
タ
テ
、
川
内
貝
の
評
価
に
つ
い
て

 

・
赤
貝
養
殖
の
評
価
に
つ
い
て

▼
合
併
を
や
め
、
元
に
も
ど
せ
の
声
に
つ
い
て

 

・
手
数
料
の
値
上
げ
す
る
な

 

・
高
齢
者
に
対
す
る
100
万
円
が
50
万
円
に

な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

▼
融
雪
溝
対
策
に
つ
い
て

 

・
川
内
町
高
野
川
、
仲
崎
、
宿
野
部
な
ど

国
道
い
つ
や
る
か
時
期
を
示
せ

 

・
旧
町
道
い
つ
や
る
か
時
期
を
示
せ

▼
排
雪
を
ふ
や
せ
の
住
民
の
声
に
こ
た
え

よ
に
つ
い
て

 

・
排
雪
１
回
は
住
民
が
怒
る
の
は
当
然
、
今
年

の
降
雪
で
は
従
来
は
３
回
は
や
っ
て
い
る
、

住
民
の
声
に
こ
た
え
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い

◎
菊　

池　

広　

志

▼
田
名
部
川
２
級
河
川
に
つ
い
て

 

・
か
わ
も
及
び
ヘ
ド
ロ
対
策
と
し
て
の
県

と
の
協
議
は

▼
明
神
川
準
用
河
川
に
つ
い
て

 

・
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
）が
高

い
の
は
な
ぜ
か

 

・
Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
対
応
等
と
し
て
ど
の
よ
う
な

対
応
を
す
る
の
か

 

・
希
釈
水
槽
の
設
置
は
考
え
な
い
か

▼
側
溝
整
備
及
び
清
掃
に
つ
い
て

 

・
町
内
会
と
の
協
議
連
絡
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か

 

・
整
備
の
要
望
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か

◎
佐　

藤　
　

司

▼
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
に
つ
い
て

 

・
地
域
活
性
化
事
業
の
創
設
に
つ
い
て

 
・
地
域
活
性
化
事
業
の
実
績
に
つ
い
て

 
・
交
付
金
事
業
に
占
め
る
人
件
費
に
つ
い
て

◎
村　

川　

壽　

司

▼
む
つ
市
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
の
現
在
の

活
用
効
果
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

 

・
現
在
ま
で
の
活
用
効
果
に
つ
い
て

 

・
大
湊
方
面
か
ら
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
へ

の
道
路
整
備
の
早
期
実
現
に
つ
い
て

▼
運
動
公
園
の
中
の
駐
車
場
の
増
設
、
並

び
に
陸
上
競
技
場
の
サ
ブ
ト
ラ
ッ
ク
の

拡
張
・
整
備
に
つ
い
て

 

・
以
前
に
質
問
し
た
市
民
プ
ー
ル
を
駐
車
場

へ
の
移
設
の
早
期
実
現
の
再
考
に
つ
い
て

 

・
過
去
に
分
譲
予
定
し
て
い
た
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
上
の
土
地
の
仮
駐
車
場
へ
の

考
え
は
な
い
か

 

・
運
動
広
場
を
拡
張
整
備
し
て
サ
ブ
ト

ラ
ッ
ク
を
作
っ
て
大
き
な
大
会
を
要
請

し
て
は
ど
う
か

◎
東　
　

健　

而

▼
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

 

・
急
激
な
過
疎
化
の
原
因
に
つ
い
て

 

・
地
域
別
の
人
口
減
少
率
に
つ
い
て

 

・
自
殺
者
増
加
防
止
へ
の
対
策
は

 

・
企
業
誘
致
に
よ
る
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

 

・
将
来
構
想
と
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

▼
川
内
地
区
の
市
道
の
景
観
に
つ
い
て

 

・
桜
の
植
栽
に
つ
い
て

 

・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
必
要
性
に
つ
い
て

 

・
道
路
行
政
に
地
域
住
民
の
声
を
反
映
さ
せ
よ

▼
国
道
３
３
８
号
線
の
問
題
点
に
つ
い
て

 

・
迂
回
路
の
必
要
性
に
つ
い
て

 

・
民
家
の
密
集
地
区
の
道
路
の
拡
幅
に
つ
い
て

 

・
小
沢
か
ら
脇
野
沢
ま
で
の
海
岸
線
に
バ

イ
パ
ス
道
路
の
建
設
を

◎
堺　
　

孝　

悦

▼
新
む
つ
市
政
の
指
針
は
い
か
に

 

・
新
む
つ
市
の
特
色
あ
る
市
政
を
示
し
、
財

政
行
政
改
革
の
次
に
市
政
の
改
革
を
市

民
に
具
体
的
に
方
向
性
を
明
示
し
、
市

民
に
明
確
な
む
つ
市
の
将
来
像
を
も
た
ら

す
べ
く
市
長
の
新
む
つ
市
構
想
を
求
め
る

▼
補
助
金
交
付
団
体
の
活
動
に
つ
い
て

 

・
補
助
金
制
度
が
当
初
の
目
的
に
か
な
う
利

用
目
的
と
し
て
毎
年
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
マ
ン
ネ
リ
と
対
費
用
効
果
の
点
か
ら

業
務
内
容
の
立
ち
入
り
検
査
、
聞
き
取

り
調
査
を
厳
格
に
し
、
消
化
主
義
に
な

ら
ぬ
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
い
の
か

▼
市
の
随
意
契
約
に
つ
い
て

 

・
一
般
競
争
入
札
と
随
意
契
約
に
よ
る
予

算
の
計
上
に
つ
い
て
、
そ
の
市
政
の
考

え
方
と
実
態
を
述
べ
よ
、
又
今
後
の
問

題
点
に
対
し
て
の
対
処
策
を
述
べ
よ

◎
目　

時　

睦　

男

▼
森
林
・
林
業
・
林
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

 

・
持
続
可
能
な
循
環
型
林
業
の
構
築
・
推
進

①
間
伐
の
促
進
策　

②
伐
採
跡
地
の
再
造
林
促
進
策　

③
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
等
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
推
進（
公
共
施
設
に
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
設
置
）

④
木
材
製
品
で
付
加
価
値
の
高
い
集
成
材
や

プ
レ
カ
ッ
ト
な
ど
高
次
加
工
工
場
の
誘
致

⑤
林
業
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
と
研
究

　

会
の
設
置　

⑥「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
」（
仮
称
）の
創
設

▼
市
道
の
改
良
整
備
に
つ
い
て

 

・
中
島
９
号
線
（
旧
大
畑
線
ガ
ー
ド
）の
緊
急

車
両
通
行
可
能
路
線
へ
の
改
良
整
備

◎
慶　

長　

德　

造

▼
東
北
新
幹
線
・
新
青
森
駅
開
業
に
つ
い
て

 

・
新
青
森
駅
開
業
の
認
識
に
つ
い
て

 

・
開
業
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
の
対
応
と

現
状
に
つ
い
て

 

・
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

▼
観
光
産
業
に
つ
い
て

 

・
産
業
と
し
て
の
活
性
化
に
つ
い
て

◎
横　

垣　

成　

年

▼
障
害
者
自
立
支
援
法
に
つ
い
て

 

・
同
法
の
む
つ
市
へ
の
影
響
に
つ
い
て

▼
豊
か
な
生
態
系
維
持
に
つ
い
て

 

・
食
物
連
鎖
の
頂
点
に
あ
る
動
物
に
対
す

る
鳥
獣
保
護
計
画
作
成
に
つ
い
て

▼
生
活
道
路
に
つ
い
て

 

・
大
湊
地
域
へ
の
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ

設
置
に
つ
い
て

▼
む
つ
市
行
政
改
革
大
綱
に
つ
い
て

 

・
同
大
綱
の
諸
問
題
に
つ
い
て
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楽しみながら子育てを！
～子育てサポートセンターからのお知らせ～

��090－2981－7962

～いつでも・どこでも・だれでも～～いつでも・どこでも・だれでも～

生涯学習のまちづくり生涯学習のまちづくり
生涯学習に関するご相談は市教育委員会まで生涯学習に関するご相談は市教育委員会まで

生涯学習課生涯学習課 ��22-1111内線 73222-1111内線 732 中央公民館中央公民館 ��24-122424-1224

保健体育課保健体育課 ��22-1111内線 74222-1111内線 742 川内公民館川内公民館 ��42-311342-3113

市立図書館市立図書館 ��28-3500　　　　28-3500　　　　 大畑公民館大畑公民館 ��34-232134-2321

脇野沢公民館脇野沢公民館 ��44-211044-2110

イ ベ ン ト 情 報
イ ベ ン ト 開催地 期　日 お問い合わせ 電話番号

大間町ブルーマリンフェスティバル 大 間 町 8月 14日 大間町産業振興課 0175 -37 - 2111

大 川 原 火 流 し 黒 石 市 8月 16日 黒 石 観 光 協 会 0172 -52 -3488

イカノフ企画展『テロメリック展』 八 戸 市 ～ 8月  6 日 八 戸 市 美 術 館 0178 -45 -8338

サ マ ー フ ェ ス テ ィ バ ル 青 森 市 ～ 8月 20日 県営浅虫水族館 017 -752 -3377

棟方志功名作展Ⅰ～神々への賛美 青 森 市 ～ 9月 24日 棟方志功記念館 017 -777 -4567

　

む
つ
市
家
庭
教
育
推
進
協
議
会
で

は
、『
子
ど
も
と
育
つ
・
地
域
と
育
つ
・

あ
っ
た
か
子
育
て
推
進
』を
テ
ー
マ
に
家

庭
教
育
の
支
援
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

親
子
で
楽
し
ん
で
参
加
で
き
る
、
各

種
体
験
教
室
や
お
料
理
教
室
を
開
催

し
て
い
る
ほ
か
、
子
育
て
に
関
す
る
相

談
や
、
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
話
し
あ
え

る
場
と
し
て
、
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

月
に
６
日
程
度
、
木
曜
日
と
金
曜
日
の

不
定
期
の
開
設
と
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

〈
開
設
時
間
〉午
前
9
時
〜
午
後
３
時

〈
ど
こ
で
〉ま
さ
か
り
プ
ラ
ザ
３
階

★
特
設
コ
ー
ナ
ー
紹
介

◎
子
育
て
電
話
相
談

木
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午

 

・
電
話
な
ら
、
心
配
事
も
気
軽
に
話
せ
る
の
で
は
…

◎
子
育
て
サ
ロ
ン

金
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午

 

・
工
作
や
紙
芝
居
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な

ど
の
楽
し
い
遊
び
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
お

子
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
お
母
さ
ん
た
ち
の
交

流
の
場
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

 

・
８
月
の
サ
ロ
ン
開
催
予
定
は
25
日
で
す
。

　
（
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

 

ご
確
認
く
だ
さ
い
）　

☆ 

人
形
作
り
と
人
形
劇

『
マ
ー
シ
ャ
と
く
ま
』

〈
い
つ
〉８
月
27
日（
日
）

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館

〈
ど
ん
な
〉

劇
団｢

え
り
っ
こ｣

に
よ
る
人
形
作
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
人
形
劇
の
公
演

① 

人
形
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

 

・
時　

間
…
午
前
９
時
40
分
〜
10
時
30
分

 

・
材
料
費
…
２
０
０
円（
子
ど
も
の
み
）

 

・
定　

員
…
先
着
親
子
50
組

 

・
申
込
締
切
…
７
月
31
日

② 

人
形
劇『
マ
ー
シ
ャ
と
ク
マ
』

 

・
時　

間
…
午
前
11
時
〜
正
午

 

・
対　

象
…
幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
の
親
子

※
料
金
は
無
料
で
す
が
整
理
券
が
必
要
で
す
。

〈
そ
の
他
〉

9
月
に
は
『
ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ
見

学
会
』、
10
月
に
は
『
絵
本
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
・
躾
に
つ
い
て
考
え
ま

し
ょ
う
』等
の
楽
し
い
企
画
も
あ
り

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
随
時
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
お
楽
し
み
に
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

む
つ
市
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

�
０
９
０

－

２
９
８
１

－

７
９
６
２

講
座
・
体
験
教
室
開
催
の
お
知
ら
せ
（
８
月
開
催
分
）

　

今
年
度
よ
り
成
人
式
は
市
内
全
地
区

合
同
開
催
と
な
り
ま
す
。
昨
年
度
夏
に
開

催
い
た
し
ま
し
た
川
内
地
区
も
冬
の
開
催

と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

市
内
に
住
所
が
あ
る
対
象
者
に
は
10

月
初
旬
に
本
人
宛
て
通
知
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
就
職
・
進
学
等
で
む
つ
市
を

離
れ
て
い
る
方
で
も
、
参
加
で
き
ま
す

の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
案
内
状
を
お

送
り
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉

平
成
19
年
１
月
７
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

平
成
19
年
成
人
式
の
お
知
ら
せ

〈
ど
こ
で
〉下
北
文
化
会
館

〈
対
象
と
な
る
成
人
〉

昭
和
61
年
４
月
２
日
〜

62
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

〈
問
合
せ
先
〉

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

�

22 

－

１
１
１
１
内
線
７
３
２

川
内
庁
舎
教
育
課

�

42

－

２
１
１
１

大
畑
庁
舎
教
育
課

�

34

－

２
３
２
１

脇
野
沢
庁
舎
教
育
課�

44

－

２
１
１
０
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All Good Things…

　イタリアン・カルゾンピザ。その味を決して忘れません。
毎月、市政だよりの原稿のアイディアを考えるために、『月う
さぎ』というカフェに行って、コーヒーを飲みながらイタリア
ン・カルゾンピザを食べます。なぜか分かりませんが、なん
となく心休める雰囲気であり、薄暗い光でゆっくりと考える
ことができます。私のアメリカの大学の近くにあるカフェと
似ています。もしかして、夜遅く『月うさぎ』に行ったことが
あれば、一人でノートにじっと
書いている私を見たことがあ
るかもしれません。原稿を書
かなければならないとき、必
ずあのカルゾンピザを食べた
くなります。
　原稿のテーマを決めるのに困ることがよくありました。自分
の好きなことの中で何でもいいと言われましたが、何万人も
読みますので、「これって本当に大丈夫かな？」とか「全然面白
くないだろう」とか毎月内容について悩みます。あまりまじめ
なテーマだと、つまらないと思われるかもしれないし、あまり
カルイと、読者に「へ～、わいの税金がこんなことに無駄にさ
れているの？」と思われるのではないかと不安になります。私
はちょっと風変わりなことに興味を持っていますし、テーマの
アイディアを考えているときに、コーヒーのカフェインで興奮
していますので、『首のない鶏』、『ゾンビの映画』、『ペンギン
に好感を持っている独裁者』といったことについて書いたこと
もありました。また、１つの長い文章を書くよりいくつかのリ
ストをあげるように書く方が簡単ですので、『７つの迷信』のよ
うな文章も多かったです。今月、私はむつ市との国際交流員
としての契約が終わります。この市政だよりの文章が最後に
なりますので、私は特に悩んでいました。『月うさぎ』に何回行っ
ても、なかなかいい考えが出てきませんでした。
　むつでの経験を振り返ると、まず『人』のことが目に浮かび
ます。イベントで通訳したことやハロウィーンパーティーの
お化け屋敷を作ることで、市役所や下北国際ふれあい会の大
勢の人と会って、いい友達ができました。むつ国際交流協会
の日本語講座のアシスタントで下北に住んでいるアメリカ人
とカナダ人のＡＬＴやデンマーク人などの外国人と仲良くな
りました。また、むつ市教育委員会のジュニア大使派遣事業
で、17人の熱心な中学生と一緒にアメリカの文化を学ぶため
に、姉妹都市のポートエンジェルスに行くことができました。
　２番目には、食べ物のことに強い印象が残ると思います。
むつに来てから、色々な人が私を自分の家に誘ってくれて、
とてもおいしい料理を作ってくれました。この地方の郷土料
理、特に海産物が好きになりました。金曜日の夜、韓国料理
店の『ちゃ蘭ぽ蘭』で友達とチジミを食べるとき、周りのお客
さんのペチャクチャしゃべる音や、焼き鳥『ロッキー』でビー
ルを飲みながらおじいさんたちと話すときの煙の臭いなどを
決して忘れません。カレーバー『ジャンキー』でよくＡＬＴた
ちと一緒にカレーとナンを食べに行っていました。１年前そ
の店が閉まったことで皆はすごく寂しくて、今までも集まる
とだれかがたまに「ジャンキーのカレー食いたいな～戻って欲
しい！」と突然言います。とても良い思い出になっています。

　「なぜ日本に来たかった？」と聞かれると、私は「子どもの頃
から忍者になりたかったから」と答えます。実は、その夢の影
響もあったかもしれませんが、他の理由で日本に来ることに
決めました。私はＪＥＴプログラム（語学指導等を行う外国青
年招致事業）でむつに来ました。ＪＥＴの参加者のほとんどが
学校で教えるＡＬＴですが、日本語が分かる外国人はＣＩＲ
（国際交流員）の仕事ができて、日本のそれぞれの市役所や県
庁で市民レベルの国際交流を発展させるために色々な活動を
します。19才の時、東京の亜細亜大学で１年間留学し、居合
道部に入り、日本文化の中で様々なことを学ぶことができま
した。アメリカの西ワシントン大学に戻り、１年後に卒業し
ました。専攻が美術と日本語の２つありましたので、仕事に
どちらを選ぶのかが難しかったのですが、その留学の経験か
ら、日本文化を学ぶためには１年間はやはり短く、もっと長
く日本に住み、より深く日本の美術や文化を知りたいと思い
ました。そして、アメリカで大学を卒業してから日本で仕事
をすることに決めました。ＡＬＴではなくて国際交流員を選
んだのは、市民と交流する事業やプロジェクトを作る機会が
多いということからです。実は、私は元々内向的な人間であり、
国際交流員の仕事にチャレンジしたら、そのシャイなところ
を克服できるのではないかとも思いました。
　むつ市で国際交流員の仕事ができるという情報を聞いてか
ら、とても喜んでいましたが、日本語でラジオのＤＪをやった
り、国際料理教室を教えたりすることになると聞いて、ちょっ
と悩みました。まだ 21才で、自分の経験も日本語能力も足
りないかなと心配しました。英会話の番組やワインセミナー、
アメリカ文化教室という仕事もあることをその時の私が聞い
ていたら、多分私にはそんな仕事はできないと感じたことで
しょう。『忍者になる』という夢はあまり実現していないと思い
ますが、むつでの経験によって自分のことについても色々学
ぶことができ、自信を持てるようになったと思います。
　下北に来て、雪の衣をまとった釜臥の姿、恐山のため池か
ら蒸気があがるところを目にしました。祭りの太鼓と横笛の
音、港で働く漁師の叫びを耳にしました。落ち葉の上に自転
車を乗り、朝の雪掻き、友達とのバーベキュー、日没にセミ
の鳴き声。この思い出は全部大切にします。
　英語では、『All good things come to an end』という諺があ
ります。「全ての良いことは必ず終わる」という意味になりま
す。残念ながら、私の大好きなカレーバー『ジャンキー』が閉
まったように、私がむつに住んでいる経験もここで終わりま
す。これから１年間、三沢市でＡＬＴの仕事をする予定です
が、むつとあまり遠くありませんので、たまに遊びに来ます。
ある日、夜遅く『月うさぎ』に行ったら、カ
ルゾンピザを食べながら思い出にふけっ
ている私を発見するかもしれません。そ
の時は是非声をかけてください。
　２年間どうもありがとうございました。
　Thank you for all the memories.  
Mutsu will always hold a special place 
in my heart.

Ｔ .Ｊ
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（２００６年・第６３３号）

　7月2日（日）／第31回むつ市婦人体育まつり

　7月2日（土）／第16回県民生涯スポーツフェスティバル・インディアカ



( 1 9 )

（２００６年・第６３３号）

7月8日（土）/緑町保育所夏まつり 7月8日（土）/横迎町保育所夏まつり
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（２００６年・第６３３号）

〈
い　

つ
〉８
月
19
日（
土
）

午
前
９
時
〜
受
付
・
午
後
3
時
30
分
解
散

〈
場　

所
〉む
つ
市
大
畑
町
木
野
部
漁
港

〈
ど
ん
な
〉

手
づ
く
り
い
か
だ
、
ス
リ
リ
ン
グ
カ

ヌ
ー
（
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
、
竹
竿
、
ベ
ニ
ヤ
板
、

ロ
ー
プ
を
使
っ
て
作
る
手
づ
く
り
カ
ヌ
ー
）、

カ
ニ
釣
り
を
行
い
ま
す
。

〈
服　

装
〉

濡
れ
て
も
よ
い
服
装
（
半
袖
、
半
ズ
ボ
ン
な

ど
）、
ぬ
ら
し
て
も
よ
い
ズ
ッ
ク（
サ
ン
ダ
ル

は
不
可
）、
帽
子
、
寒
さ
・
暑
さ
対
策
が

で
き
る
よ
う
に
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
持
ち
物
〉

昼
食
、
飲
み
物
、
飲
料
用
紙
コ
ッ
プ
、

自
然
ふ
れ
あ
い
村
『
海
と
あ
そ
ぼ
う
』
参
加
者
募
集

タ
オ
ル
、
着
替
え
、
防
寒
着
、
雨
具

（
カ
ッ
パ
等
）

〈
対　

象
〉ど
な
た
で
も

〈
定　

員
〉50
名

〈
参
加
費
〉無
料

〈
申
込
締
切
〉８
月
14
日（
月
）

〈
そ
の
他
〉

荒
天
等
の
場
合
は
、
下
北
少
年
自
然

の
家
で
『
海
の
ク
ラ
フ
ト
』を
実
施
し

ま
す
。

※
電
話
ま
た
は
F
A
X
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

県
立
下
北
少
年
自
然
の
家

�

34

－

５
８
５
８

34

－

５
４
０
９

　

青
森
県
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
で

は
、
ビ
デ
オ
撮
影
を
と
お
し
て
、
子
ど

も
た
ち
が
安
心
、
安
全
に
活
動
で
き
る

場
を
提
供
す
る
こ
と
。
ま
た
、
ビ
デ
オ

創
作
と
い
う
新
し
い
体
験
と
共
同
作
業

を
と
お
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
と

の
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
映
像
に

よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
情

報
リ
テ
ラ
シ
ー
能
力
を
育
む
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
青
森
県
わ
が
ま
ち
ビ
デ
オ

創
作
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉８
月
16
日（
水
）〜
17
日（
木
）

　
　

８
月
18
日（
金
）〜
19
日（
土
）

い
ず
れ
も
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉市
中
央
公
民
館

青
森
県
わ
が
ま
ち
ビ
デ
オ
創
作
教
室
参
加
募
集

〈
費
用
〉無
料

※
た
だ
し
、
傷
害
保
険
に
加
入
す
る
方
は
千
円
程
度
必
要
で
す

〈
対
象
〉小
学
校
５
年
生
〜
中
学
生

（
保
護
者
の
参
加
も
可
能
で
す
）

〈
申
込
方
法
〉

　

電
話
ま
た
は
募
集
用
チ
ラ
シ
の
裏

面
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
F
A
X

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
先
着
順
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

県
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

�
０
１
７

－

７
３
９

－

１
２
５
１

０
１
７

－

７
３
９

－

１
２
７
９

市
中
央
公
民
館

�
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－

１
２
２
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－

１
９
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２

下北美術展（高校・一般の部）
絵画・写真・書道の出展作品募集

　下北地方公民館連絡協議会では、第37回下北美術展（高

校・一般の部）の出品作品を募集しています。

【種　別】絵画・写真・書道

【出品資格】

○一般の部……むつ市、下北郡内の町村に在住または

勤務および、むつ市、下北郡出身の方。

○高校の部……むつ市、下北郡内の高校に通学する生

徒、およびむつ市、下北郡内出身の方。

【出品規定】開催要項をご覧ください

【出品料】

○一般の部……１点につき１千円

○高校の部……無料

【募集（搬入）期間】

９月15日（金）～27日（水）午後５時まで

【申込（搬入）場所】市中央公民館

※開催要項および出品書は、中央公民館、川内公民館、

大畑公民館、脇野沢公民館、図書館、市役所広報広

聴課（市民相談室）にありますのでご利用ください。

　なお、郵便での請求はできません。

◎下北美術展展覧会（高校・一般の部）
〈い　つ〉10月13日（金）～17日（火）

〈どこで〉  市公民館講堂・展示ホール

〈詳しくは〉

下北地方公民館連絡協議会（市中央公民館内）

�24-1224
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（２００６年・第６３３号）

第４回『むつ走
はしござけ

五酒ラリー』参加店募集！
　むつ商工会議所青年部（むつＹＥＧ）では、９月30

日（土）に開催する第４回『むつ走五酒ラリー』の参加店

（チェックポイントとなる飲食店）を募集しています。

　参加負担金はありませんが、前売券販売にご協力し

ていただきます。

【参加資格】

①むつ商工会議所・むつ市料理飲食店組合・（社）む

つ市観光協会・（社）下北物産協会のいずれかの会

員であること。

②むつ市柳町・田名部町・横迎町・本町・小川町・新町・

大湊新町付近の地区内に店舗があること。

③前売券（１枚2,000円）を10枚位販売していただ

けること。

④イベント内容を理解し、ご協力いただけること。

　①～④の全てに該当する飲食店で、参加店として

お申し込みいただいたお店が登録されます。

※①の会員以外も参加可能ですが、申込店多数の場合は、

①の会員優先とさせていただきます。また、その他条

件も違いますので、事務局にお問い合せください。

【走五酒ラリールール】

　午後６時スタート、指定された参加店（全５店舗）

で、好みの飲み物を１杯（または１本）飲み干し、各

店舗でチェックカードに押印してもらい、午後８時

までにゴールし、抽選会に参加するゲームです。

※参加店は、ラリー参加者に飲み物を出し、押印する役目

です。

【申込方法】

　むつ商工会議所青年部事務局で、「参加店登録申

込書」「第４回むつ走五酒ラリー参加店マニュアル」

を受取り、マニュアルを理解したうえで、所定の申

込書をご記入になり、むつ商工会議所青年部事務局

へご提出ください。

【申込締切】　７月31日（月）

〈問合せ・申込先〉
むつ商工会議所青年部事務局

�22-2283

　

独
立
行
政
法
人
海
洋
研
究
開
発
機
構

む
つ
研
究
所
で
は
、
次
の
と
お
り
海
洋

地
球
研
究
船
『
み
ら
い
』・
施
設
の
一
般

公
開
を
し
ま
す
。

〈
い
つ
〉７
月
30
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
受
付
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

〈
ど
こ
で
〉

独
立
行
政
法
人
海
洋
研
究
開
発
機
構

む
つ
研
究
所

〈
ど
ん
な
〉

①
海
洋
地
球
研
究
船『
み
ら
い
』の
公
開

②
研
究
お
よ
び
施
設
の
公
開

③『
た
の
し
い
実
験
教
室
』の
開
催

④
ハ
ガ
キ
に
か
こ
う
海
洋
の
夢
絵
画

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展
示

海
洋
地
球
研
究
船
『
み
ら
い
』・
研
究
施
設
一
般
公
開

〈
入
場
料
〉無
料

※
来
場
者
に
は
記
念
品
が
あ
り
ま
す

〈
詳
し
く
は
〉

独
立
行
政
法
人
海
洋
研
究
開
発
機
構

む
つ
研
究
所　

�
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１
０
５
０

『
む
つ
来
さ
ま
い
館
』
だ
よ
り

《
三
の
市
の
変
更
に
つ
い
て
》

　

８
月
13
日（
日
）を
８
月
12
日（
土
）に

変
更
い
た
し
ま
す
。

　

時
間
・
場
所
に
つ
い
て
は
、
午
前
11

時
か
ら
市
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
行
な
い
ま

す
の
で
、
み
な
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

《
二
階
展
示
コ
ー
ナ
ー
の
紹
介
》

○
そ
の
三　

歴
史
・
芸
能
文
化

　

映
画
館
フ
ァ
サ
ー
ド
で
懐
か
し
い
映

画
ポ
ス
タ
ー
と
再
会
し
た
後
は
、
下
北

の
遺
物
や
資
料
と
と
も
に
歴
史
を
ひ
も

解
き
ま
す
。
床
に
は
交
易
が
一
目
で
わ

か
る
地
図
、
パ
ソ
コ
ン
ク
イ
ズ
で
豪
商

人
に
な
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

ま
た
、
ス
ク
リ
ー
ン
で
は
下
北
の
歴
史

や
郷
土
芸
能
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

毎
時
00
分
か
ら
約
20
分
間
映
画
で
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

〈
詳
し
く
は
〉

む
つ
来
さ
ま
い
館

�
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８
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９
１

　

毎
年
恒
例
の
田
名
部
駅
通
り
の
夏
の

イ
ベ
ン
ト
！

　

今
年
は
こ
ど
も
ネ
ブ
タ
合
同
運
行
日

に
開
催
し
ま
す
。
田
名
部
駅
通
り
で
ネ

ブ
タ
見
物
と
い
き
ま
し
ょ
う
！

〈
い　

つ
〉８
月
７
日（
月
）

午
後
４
時
ス
タ
ー
ト

〈
ど
こ
で
〉む
つ
来
さ
ま
い
館

〈
ど
ん
な
〉

 

・ 

盆
踊
り
大
会

（
来
さ
ま
い
館
駐
車
場
に
て
・
午
後
６
時
開
始
）

　

※
昔
な
が
ら
の
田
名
部
ぼ
ん
ど
り

（
輪
お
ど
り
披
露
）で
す　
　
　
　

 

・
懐
か
し
の
ア
ニ
メ
上
映
会

（
来
さ
ま
い
館
ホ
ー
ル
に
て
・
午
後
５
時
〜
）

　

※
昭
和
、平
成
初
期
の
ア
ニ
メ
ヒ
ー

田
名
部
駅
通
り
商
店
街
・
納
涼
！
来
さ
ま
い
祭
り

　
　

ロ
ー
の
映
像
を
お
楽
し
み
い
た
だ

　
　

け
ま
す
。

 

・
商
店
街
ブ
ー
ス
販
売

（
来
さ
ま
い
館
駐
車
場
に
て
）

　

※
い
ろ
い
ろ
な
手
作
り
屋
台
が
出
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　例年７月から９月までの３ヶ月間は、暑さによる疲労で注意力が散漫になりがちなところへ、肌の露出が多

くなり、さらに、発汗により電気が流れやすくなるなどの悪条件が重なるため、感電事故が多くなります。

経済産業省では、毎年８月を『電気安全使用月間』と定め、電気使用安全運動が全国一斉に行なわれます。

東北電気保安協会からのお知らせ

８月は『電気使用安全月間』です

　　電気配線の定期安全診断に伺います。
　

　電気配線は、使い方を誤りますと漏電などの心配があります。

　東北電気保安協会では、ご家庭や店など、一般のお宅の電気設備について

東北電力（株）の委託を受けて、安全常態調査を行ない、その結果をお知らせ

しております。

（この調査で、お客さまから直接料金をいただくことはありません。なおニセ調査員に

はくれぐれもご注意ください。）

〈問合せ先〉
東北電気保安協会・むつ事業所

�22-4698
 22- 6503
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　午後 1時～ 3時まで、職業相談のカウンセラーが『サテ
ライトスポットむつ』（勤労青少年ホーム内）に訪問しています。
就職ミニセミナーやカウンセリングを行ないますので、ぜ
ひご利用ください！
　　　例えば…

 　・求人情報の集め方を知りたい
 　・履歴書、職務経歴書の書き方を知りたい
 　・何から始めていいのかわからない
 　・好きなことを仕事にしたい

ジョブカフェあおもり
サテライトスポットむつ

セミナー・カウンセリングは毎週月曜日になりました。

〈8月の予定〉

7日、14日、21日、28日
〈詳しくは〉

青森県若年者就職支援センター �017-731-1311

【夏休みイベントのご案内】

　むつ科学技術館では、7月22日（土）～8月20日（日）

までの開館日に夏休みイベントを開催いたします。期間中

は、時間によってソフトが替わるビデオ上映会や、身近な

材料で楽しいおもちゃが作れるちびっこ工作教室などの

イベントを行なっております。

　ご家族やお友達と一緒に、ぜひむつ科学技術館に遊び

に来てくださいね！！

☆ビデオ上映

①10：00～『まんが偉人物語／レオナルド・ダ・ヴィンチ　ほか１本』（22分）

② 12：00～『名作童話大全集／ウサギとカメ　ほか２本』（32分）

③14：00～『世界絵本箱シリーズ／ロージーのおさんぽ　ほか３本』（35分）

☆ちびっこ工作教室

　つくってたいけん工作コーナーにて、『風船自動車を

つくろう』を開催します。風船から吹き出す風の力で前

に進む車を作ります。ご予約や参加費は必要ありませ

ん。開催時間は日によって異なりますので、お気軽にお

問い合わせください。

☆探求コーナー

探求コーナー（科学実験）は、毎週日曜のみの開催となります。

①『超低温の世界を調べよう』11：00～11：30

２階休憩コーナーにて

②『光の不思議な世界を調べよう』15：00～15：30

科学実験工房にて

〈問い合わせ先〉

むつ科学技術館　�25-2091

　　　　　　　　   25-2092

� http://www.jmsfmml.or.jp/msm.htm

不用品活用登録銀行
　市消費者の会では、物を大切に使おうと、不用品のあっせん
をしています。お気軽にご連絡ください。なお、有償での取引
きはご遠慮ください。

ゆずります

子ども用おまる（踏み台兼用）

ゆずってください

大湊中学校女子制服（夏服上下、160 ㎝）、
田名部中学校女子制服（夏服上下、長袖、165 ㎝）、

ベビーカー、リクライニングベッド、
ワープロ、自転車

〈詳しくは〉 

むつ市消費者の会事務局（市商工観光課内）
�22-1111内線 543
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健康教室・健康相談・健康診査

赤ちゃん教室（こころの成長） むつ地区

8月 23 日（水）生後４か月～９か月になるまでの乳児
13:10 ～ 13:20 下北文化会館集会娯楽室

離乳食教室 むつ地区

8月 23 日（水） 平成17年 12月および平成18年 4月生まれの乳児
10:10 ～ 10:20 下北文化会館集会娯楽室

10か月児健康診査 むつ地区

8月 29 日（火）平成17年 10月生まれの乳児
13:00 ～ 13:10 下北文化会館

１才６か月児健康診査 むつ地区

8月 22 日（火）平成17年 1月生まれの乳児
13:00 ～ 13:20 下北文化会館

２才児健康診査 むつ地区

8 月 3 日（木）平成16年 2月生まれの幼児
13:00 ～ 13:20 下北文化会館

３才児健康診査 むつ地区

8 月 8 日（火）平成15年 2月生まれの幼児
12:00 ～ 12:20 下北文化会館

２才児健康診査 川内地区

8 月 7 日（月）平成15年 10月～平成16年 1月生まれの幼児
13:00 ～ 13:10 健康管理センター

赤ちゃん相談・離乳食教室 脇野沢地区

8月 23 日（水）生後 3か月～1歳未満の乳児
10:30 ～ 12:00 地域交流センター

健康なんでも相談 全地区

毎週火～金曜日 保健師や栄養士がご相談をお受けします
13:00 ～ 15:00 市健康推進課

8月の健康相談（骨粗鬆症）・予約制 全地区

毎 週 月 曜 日 保健師や栄養士がご相談をお受けします
13:00 ～ 15:00 市健康推進課

よさこいダンスサークル 
五十丸祭組の舞姫メンバー募集

　中学生以上で踊りの好きな人。幼稚園、学校のママ、パパ、
職場の仲間、ぜひ誘い合って汗を流してみませんか！
　興味のある人は、ぜひ練習を見に来てください。

　　〈練習日〉毎週土曜日（午後6時 30分～午後9時）

　　〈練習場所〉苫生小学校体育館

〈詳しくは〉五十丸祭組事務局

宮　川�23-7088
八木橋�22-2762

大畑中央公園の夏の楽しみ方
～あさひな丘室内プールからお知らせ～

　むつ市教育振興会ではあさひな丘室内プールの夏休み

限定特別会員を募集します。

　特別会員は指定時間および区間での送迎サービスが受

けられます。

　送迎は大畑地区のみとなりますが、他の地区の方も、いっ

ぱい遊びに来てくださいね！

〈送迎期間〉７月22日（土）～８月20日（日）

〈送迎区間〉大畑公民館前からあさひな丘プール前まで

〈出発時間〉公民館前発午後０時30分から午後１時30分まで

プール前発午後３時50分から午後４時30分まで

※特別会員になるには

　　7月17日から発売の年間券、月間券および回数券
に特別会員のしるしをつけてもらいます。そのパス

　ポートを乗車時に提示すればOK!たくさん泳いで得し

ちゃいましょう（１回ごとの利用では特別会員になれません）

プール料金表

大人 小人 幼児

１回券 200円 100円 50円

回数券（12回） 2,000円 1,000円 －

月間券 4,000円 2,000円 －

年間券 16,000円 8,000円 －

※市民以外の方は上記料金の５割増しとなります

プール利用時間

１回目 ２回目 ３回目

９時～12時 13時～16時 17時～20時 30分

プール棟休館日（12月～3月まではお休みです）

4・5・6月 7・8・9月 10・11月

毎週月曜日
(祝日の場合は翌日火曜日)

毎月15日
毎週月曜日

(祝日の場合は翌日火曜日)

※送迎車両は７人乗り１台のため混雑が予想されま

す。先着順の送迎となりますので、みなさまのご

理解とご協力をお願いします。

　野球場、テニスコート、陸上競技場の利用もお気

軽にどうぞ！

〈問合せ・申込先〉
むつ市教育振興会・公園総合案内（プール受付）

�34－6810
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　時間は午後７時から午後 10 時までです。また、都合により当番医が
変更になることもありますので、受診前にはあらかじめご確認ください。

どんぐりこどもクリニック

渋 谷 胃 腸 科 内 科 医 院

田 村 胃 腸 科 内 科 医 院

千 田 医 院

☆　６　日（日）

☆　13　日（日）

☆　20 日（日）

☆ 27 日（日）

８ 月 の 在 宅 当 番 医8 月 の 献 血 受 付 日 程
血液がたいへん不足しています。献血にご協力ください。

� 24-5656

� 22-5800

� 22-4010

� 22-2639

16日（水）
むつ消防署

マエダストア苫生店駐車場

10:30

13:00

～

～

11:30

16:00

17日（木）
むつ消防署

マエダストア苫生店駐車場

9:30

12:00

～

～

10:30

15:30

これからの予防接種日程
= =☆ 個別予防接種 ☆ = =

種　類 対象児 実施日

麻 し ん 風 し ん
◎１才 ～ ２才未満の幼児および小

　学校入学の前年の幼児（年長児）
8月４日（金）

三 種 混 合 ３か月 ～ ７才６か月未満 8月25日（金）

受付
時間

佐 藤 小 児 科 …… 14:00～17:00
ちばクリニック …… 14:00～15:00（接種時間14:00～15:30）
菊　池　医　院 …… 13:30～14:30
どんぐりクリニック …… 14:00～15:00
脇 野 沢 診 療 所 …… 13:00～13:20（10日前までに予約が必要です）

= = ☆ 集団予防接種 ☆ = =

種類 実施日 受付時間 実施場所

麻しん風しん 8月 ４日（金） 13:20～13:50 川 内 病 院

《対象児》 【麻しん風しん】 １才 ～ ２才未満の幼児および小学校入学の前年の幼児（年長児）

ハローベビー教室
～夫婦での参加大歓迎～

　安心して妊娠・出産を迎えるために『ハローベビー教室』
を開催します。
　４回シリーズで毎回実技を中心に学習します。１回目の
赤ちゃんのお風呂の時には、だれでも妊婦さんになれる『妊
婦シミュレーター』も体験できます。
　もうすぐパパ、ママになる方、ぜひ夫婦で参加してみま
せんか？　参加ご希望の方は、電話でお申し込みください。
〈い　つ〉

 ○８月２日（水）
　 ・赤ちゃんのお風呂の入れ方

　 ・ パパも妊婦さんになってみよう！（妊婦シミュレーター体験）

 ○８月８日（火）

　・自信を持って楽なお産～妊婦体操とお産の補助動作～

 ○８月２３日（水）

　 ・妊娠中の歯の手入れと歯科健診

　・お父さん、お母さんへ～赤ちゃんからのメッセージ～

 ○８月３１日（木）

　・産後の過ごし方～お母さんと赤ちゃんの心と体、家族計画～

〈どこで〉下北文化会館検査健診室・集会娯楽室
〈対　象〉

　平成18年４月～６月末までに妊婦届を出された方・転入さ
れた妊婦さん、むつ市に里帰りしている妊婦さん。

〈受付時間〉午後６時15分～30分

※8月2日に限り、昼の部も開催します。

　昼の部の受付時間は午後1時 45分～午後2時となります。

〈持参するもの〉母子健康手帳、バスタオル１枚

〈問合せ・申込先〉

市健康推進課

�22-1111内線 442・443

腸管出血性大腸菌O157について
　今月、腸管出血性大腸菌O157による感染症の集団感染

がありました。

　大腸菌は動物や人の腸内に存在しています。

　ほとんどの大腸菌は無害ですが、一部のものに人に下痢

などを起こすものがあり、病原大腸菌と呼ばれています。

　病原大腸菌はいくつかに分類されますが、O157はその

中の一つです。

　O157は他の食中毒菌と同様熱に弱く、加熱により死滅

します。また、どの消毒剤でも容易に死滅しますので、通

常の食中毒の対策で十分予防できます。

　O157に関わらず、これから食中毒が発生しやすい時期

になりますので、次のことに気をつけましょう。

①調理や食事の前、外出から帰ったときなど、こまめに

手洗いを行なう。

②食肉を取り扱った調理器具（まな板・包丁など）は、よ

く洗浄し、熱湯や塩素系漂白剤などで殺菌する。

③食品を調理するときは、食材をよく洗い、中心部まで

しっかり加熱し、調理後は早めに食べきる。（O157は

75℃、1分間の加熱で殺菌できると言われています）

④飲料水の衛生管理に気をつけてください。特に、井戸

水や受水槽の取り扱いにあたっては注意してください。
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『むつ市政だより』は再生紙を使用しております。

第22回みこし祭り＆アニマル浜口トークショー
田名部まつり中日恒例のみこし祭りに、あのアニマル浜口さんがやってくる！

今年も”気合いだぁー”で夏を乗り切ろう！

〈いつ・どこで〉　８月１9日（土）
　　　・午後４時～アニマル浜口トークショー
　　　　　　　　　　　　　　むつ来さまい館イベントホールＢにて
　　　・午後６時～みこし祭り出陣式

　　　・午後６時３０分～みこし運行（イベント広場～マエダ第２駐車場まで）
〈入場料〉無料ですが、往復ハガキによる応募が必要です。
〈応募方法〉
　　人生論、家族、親子の絆、またはスポーツ、格闘技に興味のある親子、青少年が対象です。

　　往復ハガキに、参加希望者全員の住所・氏名・年令、連絡先電話番号を記入し（１枚の

ハガキにつき、３名まで）むつ青年会議所まで応募ください。定員は160名で、定員を超

えた場合は抽選となります。抽選結果はみなさまに通知します。

〈応募締切〉8月10日（木）到着分まで

                                    　   〈問合せ・応募先〉
       　　　  〒 035－0031 むつ市柳町1－10－25（社）むつ青年会議所事務局内
        　　　　　 アニマル浜口トークショー応募係 �22－4360
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伝統の夏まつりを楽しい思い出にするために
　今年も８月５日の大湊ネブタを皮切りに、川内のネブタ運行、東通村ふるさと祭、大畑まつりなどが行

なわれます。

　しかし残念なことに、例年、田名部神社例大祭では『深夜に花火を打ち上げ』『危険物を振り回したり、

物を投げる』『大勢でたむろして大声をあげる』などの迷惑行為が横行して地域住民や観光客が大きな不安

を感じるなどの迷惑を受けております。

　警察では、事件・事故の未然防止に向けた活動を強化する方針ですが、伝

統の夏まつりを楽しく過ごしていただくために、地域のみなさまのご協力を

お願いします。

【少年少女の非行防止のために】
　子どもたちにも開放感から夜遅くまで町をぶらつく、タバコやお酒を経

験するのもこの時期に多く見られます。夏まつりだから特別だという意識

を持たせず、子どもたちには楽しい思い出づくりの機会として親御さんは

見守っていただきたいと思います。

〈詳しくは〉

むつ警察署�22－1321


